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表紙写真：2018 年 4月開催の北京モーター
ショーでは、新エネルギー車時代に突入した
中国自動車市場の躍動が見て取れた。その次
の大きな流れになりつつあるコネクテッド、そ
の先の自動運転などの動向にも目が離せない。
詳細は本誌８ページ参照。（写真：有田直矢氏
提供）
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日中経済のWin-Win関係 より一層の強化へ
■室町正志　日中経済協会 副会長、株式会社東芝 特別顧問

FOCUS 1

中国の科学技術発展動向
—現状と課題および日中協力の可能性
■林　幸秀　科学技術振興機構 研究開発戦略センター 上席フェロー

FOCUS 2

「緑公司聯盟年会 2018」に見る
中国ニューエコノミーの勃興
■岩永正嗣　日中経済協会 北京事務所 所長
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日中経済産業白書
2017/2018（II）
新次元の産業協力を念頭に
中国の次世代型自動車産業の動向と日中アライアンス
■有田直矢　導知（上海）信息諮詢有限公司（インサイツ東京事務所）顧問

中国のロボット産業の動向と日中アライアンス
■太田志乃　機械振興協会 経済研究所 調査研究部 研究副主幹

中国の物流とIoT—日中アライアンスの視点を交えて
■町田一兵　明治大学 商学部 准教授

中国におけるコンテンツ産業の動向
■青﨑智行　白鷗大学 経営学部 教授

中国の化学産業動向と日中間の交流について
■松本　直　日本化学工業協会 国際業務部 部長

中国の建築・住宅産業動向と日中交流
■満田將文　日中建築住宅産業協議会 事務局長

中国ビジネス Q&A

中国不正競争防止法の改正と実務への影響
■中島　敏　中島敏法律特許事務所 弁護士・弁理士

　情報クリップ
　日中平和友好条約締結 40 周年記念  李克強・中国国務院総理来日
　歓迎レセプション ほか

JCNDA NEWS
2018 年5月の日中東北開発協会の活動から



今
年
は
、
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
40
周
年
の
ほ
か
、

中
国
の
改
革
開
放
政
策
実
施
も
40
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
の
時
期
で
す
。
２
０
１
７
年
の
統
計
で
は
、
日
中

両
国
間
の
貿
易
総
額
は
３
２
９
３
億
ド
ル
と
な
り
３
年
ぶ

り
に
前
年
比
で
増
加
に
転
じ
た
ほ
か
、
来
日
し
た
中
国
人
が

７
３
０
万
人
超
、
日
本
の
対
中
直
接
投
資
が
増
加
傾
向
に

転
じ
た
な
ど
、
経
済
や
民
間
の
交
流
は
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
国
は
習
近
平
政
権
第
二
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
国

内
経
済
の
「
穏
中
求
進
」
を
図
る
一
方
、「
一
帯
一
路
」
構
想

の
本
格
化
に
よ
り
沿
線
国
と
の
経
済
連
携
を
強
め
る
方
針
を

打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
日
本
企
業

に
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
等
の
分
野
に
お
け
る

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
模
索
す
る
と
共
に
、
中
国
側
と
の
間

に
時
代
や
状
況
の
変
化
に
合
致
す
る
協
力
関
係
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

東
芝
の
中
国
に
お
け
る
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
１
９
７
２

年
の
日
中
国
交
正
常
化
と
共
に
開
始
し
ま
し
た
。
当
時
は
、

中
央
テ
レ
ビ
局
に
テ
レ
ビ
電
波
発
射
機
を
納
め
、
弊
社
中
国

事
業
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
電
力
、
産
業

機
器
の
輸
出
に
続
い
て
、
90
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か

け
て
、
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、
家
電
、
電
力
（
水
力
発
電
や

送
電
）、
鉄
道
等
の
現
地
生
産
と
販
売
を
広
げ
、
近
年
都
市

化
や
省
エ
ネ
・
環
境
な
ど
を
注
力
分
野
と
し
て
、
中
国
事
業

を
常
に
前
向
き
に
、
時
代
の
変
化
と
共
に
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

　

近
年
は
、
事
業
再
編
や
構
造
改
革
を
経
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
、
電
子
デ
バ
イ
ス
を
軸
と
す
る
事
業
展
開
に

よ
り
、
情
報
化
社
会
を
支
え
る
基
盤
技
術
に
注
力
す
る
再

生
戦
略
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
12
月
に
開
催
さ

れ
た
第
11
回
日
中
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
総
合
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
「
省
エ
ネ
環
境
分
野
に
お
け
る
日
中
の
第
三
国
市
場
協
力
」

分
科
会
に
て
、
水
力
発
電
に
お
け
る
日
中
間
協
力
を
提
案
し

た
こ
と
等
、
省
エ
ネ
・
環
境
を
中
心
と
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
の
中
国
の
社
会
で
は
、
Ｅ
Ｃ
を
は
じ
め
、
モ
バ
イ
ル

決
済
、
シ
ェ
ア
自
転
車
等
の
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
雨
後
の
筍

の
如
く
、
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
っ
た
ほ
か
、
ス
マ
ホ
一
つ

で
日
常
生
活
が
で
き
る
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
日
中
の
企
業
同
士
は
、
時
代
や
状
況
の

変
化
に
合
わ
せ
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
協
力
関
係
を
考
え
る
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
弊
社
コ
ア
事
業
の
１
つ
で

あ
る
半
導
体
デ
バ
イ
ス
は
、
各
種
情
報
端
末
だ
け
で
な
く
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
さ
ら
に
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
、
あ

ら
ゆ
る
事
業
分
野
に
応
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
キ
ー
部
品

を
前
記
の
よ
う
な
中
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
支
え
と
し
て
、
中
国
側
と
の
補
完
に
よ
る
多
く
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
企
業

は
自
社
の
技
術
や
強
み
を
い
ま
一
度
的
確
に
検
証
し
、
中
国

の
成
長
分
野
に
お
け
る
市
場
拡
大
に
注
力
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
日
中
間
の
経
済
交
流
に
大
い
に
期
待
す
る
と
共

に
、
日
中
経
済
協
会
の
副
会
長
と
し
て
、
日
中
両
国
の
発
展

に
も
貢
献
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

日中経済のWin-Win関係
より一層の強化へ
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転
す
る
の
は
、
21
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
る
。
92
年
に
、
当
時
の
最
高
指
導
者

で
あ
っ
た
鄧
小
平
が
南
巡
講
話
を
発
表

し
改
革
開
放
政
策
に
継
続
的
に
取
り
組

む
と
、
中
国
経
済
は
加
速
度
的
に
進
展

し
、
2
0
1
0
年
に
は
日
本
の
G
D
P

を
追
い
抜
い
て
世
界
第
2
位
と
な
り
、
17

年
で
は
日
本
の
2
倍
以
上
と
な
っ
て
、
米

国
を
猛
追
し
て
い
る
。
経
済
の
発
展
を
受

け
て
、
科
学
技
術
も
著
し
く
進
展
し
て

い
る
。
18
年
１
月
に
米
国
国
立
科
学
財
団

（
N
S
F
）
か
ら
発
表
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、

日
本
の
科
学
技
術
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
基
礎
科
学
の

実
力
を
国
別
で
調
べ
る
に
は
、
研
究
者
が

成
果
を
発
表
す
る
科
学
論
文
の
数
で
比
較

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
N
S
F
の
デ

ー
タ
に
よ
れ
ば
科
学
論
文
数
の
国
別
シ
ェ

1
．急
激
に
進
展
す
る
中
国
の

科
学
技
術

　

1
9
4
9
年
の
新
中
国
建
国
後
、
中

国
の
指
導
者
は
科
学
技
術
振
興
の
重
要
性

に
鑑
み
中
国
科
学
院
設
立
や
大
学
の
改
革

な
ど
を
実
施
し
て
き
た
が
、
朝
鮮
戦
争
、

大
躍
進
政
策
、
文
化
大
革
命
な
ど
、
政

治
経
済
的
な
混
乱
が
続
き
、
科
学
技
術
は

ア
は
次
ペ
ー
ジ
表
1
の
通
り
で
あ
り
、
中

国
は
世
界
一
の
科
学
技
術
大
国
と
考
え
ら

れ
る
米
国
を
抜
き
去
っ
た
の
で
あ
る
。

　

科
学
論
文
を
一
例
と
し
て
中
国
の
科
学

技
術
の
発
展
ぶ
り
を
見
た
が
、
特
許
に
お

い
て
も
、
I
T
技
術
に
お
い
て
も
、
今
や

中
国
は
欧
米
や
日
本
と
先
頭
を
争
っ
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
ど
う
し
て
中
国
は
こ
の

よ
う
に
急
激
な
科
学
技
術
の
発
展
を
遂
げ

た
の
か
、
中
国
の
今
後
の
課
題
は
何
か
に

つ
い
て
、
以
下
に
述
べ
て
い
き
た
い
。

2
．中
国
の
科
学
技
術
の
強
み

豊
富
な
資
金

　

急
激
な
発
展
を
も
た
ら
し
た
中
国
の
科

学
技
術
上
の
強
み
は
、
ま
ず
豊
富
な
研

究
開
発
資
金
で
あ
る
。
表
２
は
、
00
年
と

停
滞
し
て
い
た
。
中
国
に
お
い
て
、
西
欧

流
の
科
学
技
術
の
本
格
的
な
歩
み
が
始
ま

っ
た
の
は
文
革
終
了
後
の
77
年
以
降
で
あ

り
、
大
学
入
試
の
再
開
と
大
学
改
革
、
中

国
科
学
院
の
再
編
強
化
、
欧
米
や
日
本
と

の
科
学
技
術
交
流
の
再
開
な
ど
の
措
置
が

取
ら
れ
た
。
当
時
中
国
に
は
、
向
学
心
に

燃
え
た
若
者
や
研
究
者
が
あ
る
程
度
い
た

も
の
の
、
中
国
全
体
が
経
済
的
に
貧
し
く

科
学
技
術
に
使
用
さ
れ
る
施
設
や
装
置
は

貧
弱
で
あ
り
、
研
究
費
も
微
々
た
る
も
の

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
89
年
に
発
生
し
た
天

安
門
事
件
の
影
響
を
受
け
、
再
び
欧
米
等

と
の
科
学
技
術
協
力
が
後
退
す
る
こ
と
と

な
り
、
20
世
紀
末
に
お
け
る
中
国
の
科
学

技
術
レ
ベ
ル
は
、
欧
米
や
日
本
と
比
較
し

て
相
当
の
距
離
が
あ
っ
た
。

　

中
国
の
科
学
技
術
情
勢
が
大
き
く
好

中
国
の
科
学
技
術
発
展
動
向

―
現
状
と
課
題
お
よ
び
日
中
協
力
の
可
能
性

FOCUS 1
■
林  

幸
秀
　
科
学
技
術
振
興
機
構 

研
究
開
発
戦
略
セ
ン
タ
ー 

上
席
フ
ェ
ロ
ー

　
21
世
紀
に
入
っ
て
の
急
激
な
経
済
成
長
を
受
け
て
、
中
国
の
科
学
技
術
の
発
展
は
驚
異
的
で
あ
る
。
中
国
の
科
学
技
術
の
強
み
は
、
豊
富
な
研
究
開
発
資

金
、圧
倒
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
、強
固
な
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
で
あ
る
が
、他
方
、オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
経
験
が
不
足
し
て
い
る
と
い
っ

た
課
題
も
あ
る
。
日
本
が
今
後
と
も
科
学
技
術
に
よ
り
世
界
に
存
在
感
を
示
し
て
い
く
た
め
に
は
、
中
国
と
の
科
学
技
術
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。

筆者
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15
年
の
主
要
国
の
研
究
開
発
費
の
絶
対
値

（
I
M
F
レ
ー
ト
に
よ
る
円
換
算
）
と
増

加
倍
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
00
年
で

は
米
国
の
30
分
の
1
、
日
本
の
15
分
の
１

程
度
で
あ
っ
た
中
国
の
研
究
開
発
費
で
あ

る
が
、
15
年
で
は
約
23
倍
と
な
っ
て
世
界

第
2
位
と
な
り
、
米
国
の
半
分
近
く
と
な

っ
て
い
る
。
物
価
を
考
慮
し
た
購
買
力
平

価
で
比
較
す
る
と
、
中
国
の
研
究
開
発
費

は
米
国
に
さ
ら
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。

　

研
究
開
発
費
が
激
増
し
た
要
因
と
し

て
は
中
国
の
急
激
な
経
済
発
展
が
大
き
い

が
、
科
学
技
術
推
進
を
国
家
の
重
要
事

項
と
し
て
い
る
中
国
な
ら
で
は
の
法
律
で

あ
る
「
科
学
技
術
進
歩
法
」
の
存
在
も

重
要
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
1
9
9
3

年
に
発
効
し
、
2
0
0
8
年
に
改
定
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
科
学
技
術
投

資
の
増
加
率
は
国
家
財
政
収
入
の
増
加

率
を
上
回
る
」
と
の
規
定
が
あ
り
、「
国

内
総
生
産
に
占
め
る
研
究
開
発
費
の
比

率
に
つ
い
て
も
逐
次
引
き
上
げ
る
」
と
も

規
定
さ
れ
て
お
り
、
中
国
政
府
は
こ
れ
を

根
拠
と
し
て
研
究
開
発
費
を
増
大
さ
せ
て

き
た
の
で
あ
る
。

圧
倒
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー

　

も
う
一
つ
の
中
国
の
科
学
技
術
上
の
強

み
は
、
科
学
技
術
人
材
に
あ
る
。
元
々

中
国
は
13
億
人
の
民
を
抱
え
世
界
最
大
の

人
口
国
で
あ
る
が
、
経
済
発
展
前
の
00
年

以
前
は
研
究
開
発
の
た
め
の
人
材
を
雇
う

資
金
が
乏
し
か
っ
た
た
め
、
研
究
者
の
ポ

ス
ト
が
圧
倒
的
に
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、

1
9
6
6
年
に
始
ま
り
76
年
ま
で
続
い
た

文
化
大
革
命
の
後
遺
症
か
ら
、
し
か
る
べ

き
教
育
な
り
研
究
経
験
が
あ
る
研
究
者
が

極
め
て
少
な
か
っ
た
。

　

中
国
の
経
済
発
展
が
進
行
す
る
に
従
っ

て
状
況
が
大
き
く
変
化
し
、
2
0
0
0

年
代
に
入
り
急
激
に
中
国
の
研
究
者
数
が

増
大
を
始
め
る
。
00
年
で
70
万
人
前
後
と

日
本
と
同
等
で
あ
っ
た
研
究
者
数
が
、
15

年
現
在
で
約
1
6
2
万
人
を
数
え
、
米

国
の
約
1
3
5
万
人
（
14
年
）、
日
本

の
約
85
万
人
を
抜
い
て
世
界
一
と
な
っ
て

い
る
。
欧
州
諸
国
と
比
較
し
て
も
、
E
U 

28
カ
国
全
体
の
研
究
者
数
で
あ
る
約

1
8
0
万
5
0
0
0
人
と
同
等
に
近
く

な
っ
て
い
る
（
表
3
）。

国
際
的
な
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
　

構
築

　

研
究
者
数
が
増
加
し
世
界
一
と
な
っ
た

が
、
研
究
者
の
質
も
大
幅
に
強
化
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
こ
こ
20
年

か
ら
30
年
の
間
に
、
中
国
と
米
国
等
の
科

学
技
術
先
進
国
と
の
間
で
形
成
さ
れ
た
人

材
循
環
シ
ス
テ
ム
に
注
意
を
払
う
べ
き
で

あ
る
。
中
国
で
は
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
学

生
は
北
京
大
学
や
清
華
大
学
な
ど
に
入
学

し
、
必
死
で
勉
学
に
励
む
。
学
部
を
卒
業

し
た
後
、
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
学
生

は
米
国
な
ど
の
有
名
大
学
な
ど
に
留
学
す

る
。
ま
た
国
内
で
博
士
号
を
取
得
し
た
学

生
も
、
や
は
り
米
国
な
ど
に
ポ
ス
ド
ク
修

行
に
出
か
け
る
。
こ
の
よ
う
に
優
秀
な
学

生
が
米
国
な
ど
を
目
指
す
の
は
、
中
国
国

内
の
有
力
大
学
教
授
や
中
国
科
学
院
の
研

究
責
任
者
に
な
ろ
う
と
す
る
と
、
米
国
な

ど
で
の
留
学
や
研
究
経
験
が
不
可
欠
で
あ

る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

研
究
者
と
し
て
の
資
質
が
鍛
え
ら
れ
、
欧

米
に
い
る
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携

や
共
同
研
究
な
ど
が
可
能
と
な
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
現
在
の
中
国
の
優
秀

表 1　科学論文数の世界シェア（2016 年）
国名 中国 米国 インド ドイツ 英国 日本

順位 1 2 3 4 5 6

論文数 426,165 408,985 110,320 103,122 97,527 96,536

比率 (%) 18.6 17.8 4.8 4.5 4.3 4.2
（出所）National Science Board : Science & Technology Indicators 2018

表 2　各国研究開発費とその増加倍率（2000 年～ 2015 年）
（単位：兆円、IMF レートにより円換算）

国名 米国 中国 日本 ドイツ 英国

研究開発費（2000 年） 29.0 1.2 16.3 5.0 2.9

研究開発費（2015 年） 60.9 27.5 18.9 14.0 5.9

増加倍率 2.1 22.9 1.2 2.8 2.0
（出所）文部科学省「科学技術要覧平成 29 年版」

表 3　各国研究者数（2000 年および 2015 年）　　　　　　　　　　　（単位：万人）

国名 中国 EU 全体 米国 日本

研究者数（2000 年） 69.5 111.8 98.3 76.2

研究者数（2015 年） 161.9 180.5 135.1 ※ 84.7
（注）※米国は 2014 年の数字である。
（出所）文部科学省「科学技術要覧平成 29 年版」
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な
若
手
研
究
者
は
、
世
界
の
研
究
レ
ベ
ル

を
十
分
に
認
識
し
た
う
え
で
、
自
分
た
ち

は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
並
ん
で
い
る
と
の
強
い

自
信
を
持
っ
て
い
る
。

世
界
最
新
鋭
の
施
設
・
装
置

　

中
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
室
に
は
、

欧
米
や
日
本
の
研
究
室
と
同
等
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
の
実
験
機
器
、
分
析
機
器
、
測

定
機
器
な
ど
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

最
新
鋭
の
研
究
機
器
を
思
い
切
っ
て
投
入

で
き
る
理
由
と
し
て
、
欧
米
や
日
本
と
比

べ
半
周
後
れ
で
研
究
開
発
が
始
ま
っ
た
た

め
、
古
い
研
究
機
器
や
し
が
ら
み
が
な
く
、

思
い
切
っ
て
世
界
最
先
端
の
も
の
が
導
入

で
き
る
点
が
あ
る
。
ま
た
、
中
国
自
前
の

技
術
や
製
品
へ
の
こ
だ
わ
り
が
な
い
た
め
、

国
際
的
に
最
新
鋭
の
研
究
機
器
を
新
規
に

導
入
す
る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ
な
い
。
さ
ら

に
、
最
近
の
研
究
費
の
増
大
に
伴
い
、
大

型
装
置
や
共
通
先
端
装
置
な
ど
の
建
設
も

順
調
に
進
ん
で
い
る
。

選
択
と
集
中

　

こ
の
よ
う
に
圧
倒
的
な
研
究
資
金
と
マ

ン
パ
ワ
ー
、
最
新
鋭
の
施
設
・
装
置
を
上

手
く
活
か
す
戦
術
が
、「
選
択
と
集
中
」

で
あ
る
。
中
国
は
科
学
技
術
の
後
発
国
で

あ
る
た
め
、
欧
米
の
科
学
技
術
先
進
国
に

早
く
追
い
つ
く
た
め
、
こ
の
選
択
と
集
中

の
戦
略
を
と
っ
て
い
る
。
世
界
で
話
題
と
な

っ
た
研
究
分
野
に
、
豊
富
な
研
究
資
金
と

マ
ン
パ
ワ
ー
を
集
中
投
下
し
、
短
期
間
で

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
る
と

い
う
戦
略
で
あ
り
、
確
実
に
か
つ
短
期
的

に
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
レ
ベ
ル
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
．中
国
の
科
学
技
術
の
課
題

　

以
上
の
よ
う
な
強
み
に
け
ん
引
さ
れ
て

中
国
の
科
学
技
術
は
発
展
を
遂
げ
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
中
国
は
米
国
や
欧
州
先
進

国
と
比
較
す
る
と
世
界
一
流
国
に
は
達
し

て
お
ら
ず
、
い
ま
だ
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
過

程
に
あ
る
と
筆
者
は
思
っ
て
い
る
。そ
れ
は
、

い
く
つ
か
の
課
題
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
不
足

　

ま
ず
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
不
足
で
あ
る
。
一
つ
ひ

と
つ
の
研
究
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
し
て

い
く
と
い
う
点
で
は
、
ま
だ
欧
米
な
ど
の

一
流
大
学
や
研
究
機
関
に
及
ば
な
い
。
例

え
ば
東
工
大
の
細
野
秀
雄
教
授
が
発
見
し

た
鉄
系
超
伝
導
材
料
の
研
究
で
、
中
国
は

新
し
い
デ
ー
タ
を
大
量
に
出
し
論
文
を
数

多
く
投
稿
し
て
世
界
に
存
在
感
を
発
揮
し

た
が
、
し
ょ
せ
ん
は
後
追
い
の
研
究
で
あ

っ
た
。
爆
発
的
な
研
究
活
動
の
き
っ
か
け

と
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
研
究
に
つ
い
て
は
、

中
国
は
ま
だ
弱
い
。
1
の
状
況
の
も
の
を

10
に
す
る
研
究
と
、
ゼ
ロ
の
も
の
を
1
に

す
る
研
究
と
は
本
質
的
に
違
う
の
で
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
の
経
験
不
足

　

中
国
は
遅
れ
て
経
済
発
展
し
て
き
た
た

め
、
既
に
欧
米
や
日
本
で
実
用
化
さ
れ
た

技
術
を
上
手
に
取
り
入
れ
、
世
界
最
大
の

市
場
を
も
味
方
に
し
て
、
様
々
な
技
術
の

国
内
で
の
実
用
化
・
産
業
化
に
成
功
し
て

き
た
。
し
か
し
、
中
国
の
経
済
が
発
展
し

世
界
の
先
頭
に
並
ん
だ
現
在
で
は
、
こ
の

よ
う
な
方
式
は
通
用
し
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
中
国
の
政
策
当
局
者
が
自
前
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
べ
く
国
内
の
研
究
者

に
期
待
を
か
け
て
い
る
が
、
研
究
者
に
発

破
を
か
け
る
だ
け
で
は
上
手
く
行
か
な
い

可
能
性
が
高
い
。

活
か
さ
れ
な
い
最
新
鋭
の
施
設
・
装
置

　

近
年
中
国
の
研
究
機
関
は
、
世
界
最
大

級
と
か
世
界
最
高
と
か
と
い
っ
た
科
学
技

術
関
係
の
施
設
や
装
置
を
い
く
つ
も
建
設

し
、
運
用
を
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
に
急
激
に
欧
米
に

追
い
つ
き
追
い
越
せ
と
施
設
や
装
置
の
建

設
を
急
ぎ
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
施
設
や
装
置
を
用
い
て
の
研
究
成
果

が
世
界
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
る
か
疑
問
も
あ

る
。
施
設
装
置
の
ハ
ー
ド
と
し
て
の
性
能

は
欧
米
に
追
い
つ
き
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
利

用
・
運
用
で
ま
だ
差
が
あ
り
、
最
終
的
な

研
究
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

は
科
学
技
術
で
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
際
に

ど
の
国
も
通
る
道
で
あ
り
、
中
国
も
そ
の

段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

4
．中
国
の
科
学
技
術
で
留
意

す
べ
き
事
項

　

以
上
が
、
中
国
の
大
学
や
研
究
所
の

現
場
を
訪
問
し
研
究
者
や
幹
部
と
会
っ
た

時
に
考
え
た
点
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

最
近
筆
者
は
、
中
国
の
潜
在
的
な
力
は
そ

の
よ
う
な
分
析
だ
け
で
は
当
て
は
ま
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
感
じ
を
強
く
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
留
意
点
と
し

て
以
下
の
3
点
を
追
加
し
て
お
き
た
い
。

量
が
質
を
凌
駕
す
る

　

中
国
を
訪
問
し
た
日
本
人
が
ま
ず
驚
く

の
は
、
そ
の
圧
倒
的
な
大
き
さ
と
人
の
多

さ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
論
理
的
に
は
質
の

悪
い
も
の
を
ど
れ
だ
け
多
く
集
め
て
も
多

さ
ゆ
え
に
質
が
転
化
し
て
高
く
な
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
中
国
の
よ
う
に

あ
れ
だ
け
徹
底
的
に
多
い
と
、
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
量
が
多
い
が
ゆ
え
に
質
が
高
く
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
は
と
い
う
感
じ
を
持
つ
。
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例
を
挙
げ
る
と
、
中
国
が
強
い
I
T
技

術
に
お
い
て
今
後
大
き
な
比
重
を
占
め
る

の
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
扱
い
で
あ
る
。
こ
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
成

果
が
大
き
い
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
質
が
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

て
も
、
中
国
の
巨
大
さ
で
あ
っ
と
い
う
間

に
欧
米
や
日
本
が
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
こ

と
も
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

千
人
計
画
で
新
た
な
人
材
を
　
　
　

取
り
込
む

　

二
点
目
は
海
外
と
の
連
携
の
深
化
で
あ

る
。
20
世
紀
後
半
か
ら
21
世
紀
初
頭
に
か

け
て
、
欧
米
や
日
本
に
留
学
し
て
い
た
中

国
人
の
研
究
者
が
政
府
の
回
帰
政
策
（
海

亀
政
策
）
に
よ
り
大
挙
し
て
帰
国
し
、
現

在
の
中
国
の
研
究
開
発
体
制
を
築
い
て
き

た
。
そ
れ
が
一
段
落
し
、
09
年
よ
り
中
国

政
府
が
新
た
に
始
め
た
の
が
千
人
計
画
で

あ
る
。
こ
の
千
人
計
画
は
、
国
外
の
大
学

や
研
究
所
に
い
る
専
門
家
を
毎
年
数
カ
月

間
招
聘
し
、
中
国
で
の
研
究
や
教
育
の
指

導
を
行
っ
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
筆
者

が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
中
国
系
米
国
人

の
研
究
者
で
あ
る
。
既
に
こ
れ
ま
で
の
海

亀
政
策
で
中
国
に
帰
国
で
き
る
人
は
帰
国

し
た
が
、
米
国
に
は
ま
だ
相
当
数
の
帰
国

し
て
い
な
い
中
国
系
の
研
究
者
が
い
る
。

国
籍
を
変
更
し
て
い
た
り
、
個
人
的
な
家

族
の
問
題
や
職
場
の
問
題
な
ど
が
あ
っ
た

り
し
て
、
帰
国
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
千
人
計
画
は
、
年
間

で
一
定
期
間
の
中
国
滞
在
を
義
務
付
け
て

い
る
だ
け
で
、
国
籍
変
更
や
居
住
地
変

更
の
決
断
を
迫
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
帰
国
し
た
研
究
者
に
比

べ
よ
り
実
力
が
あ
り
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に

優
れ
た
研
究
者
が
、
中
国
に
出
向
い
て
共

同
研
究
な
り
研
究
指
導
を
行
う
こ
と
に
な

る
。
そ
う
す
る
と
、
単
に
中
国
の
研
究
シ

ス
テ
ム
だ
け
を
見
て
、
中
国
人
研
究
者
に

は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
な
い
と
か
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
経
験
が
足
り
な
い
と
か
と
言
っ

て
い
て
も
、
こ
の
千
人
計
画
で
招
聘
さ
れ

た
研
究
者
に
よ
っ
て
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る

可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。

企
業
の
丸
ご
と
買
収
に
注
意
を

　

留
意
す
べ
き
事
項
の
三
点
目
は
、
企
業

買
収
に
伴
う
技
術
の
中
国
へ
の
移
転
で
あ

る
。
2
年
前
、
世
界
の
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
関

係
者
が
驚
く
事
件
が
発
生
し
た
。
16
年
8

月
、
中
国
の
家
電
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
美
的

集
団
が
ド
イ
ツ
の
K
U
K
A
を
買
収
す

る
と
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
K
U
K
A
は
、

1
8
9
8
年
に
創
業
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
老

舗
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
1
9
7
0
年
代
に

開
発
し
た
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
で
発
展
を
遂
げ
、

現
在
は
全
世
界
に
1
万
2
0
0
0
人
以

上
の
従
業
員
を
擁
し
、
30
億
ユ
ー
ロ
の
売

り
上
げ
を
誇
っ
て
い
る
。
こ
の
K
U
K
A

は
ド
イ
ツ
が
官
民
挙
げ
て
進
め
て
い
る
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
の
中
核
企
業
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
ド
イ
ツ
政
府
も
買
収
の

妥
当
性
の
確
認
を
お
こ
な
っ
た
も
の
の
、

最
終
的
に
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

中
国
国
内
で
科
学
技
術
シ
ス
テ
ム
が
閉

じ
て
い
れ
ば
、
中
国
の
科
学
技
術
の
長
所

や
課
題
を
見
つ
つ
、
中
国
の
科
学
技
術
レ

ベ
ル
の
分
析
を
行
う
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ

う
が
、
K
U
K
A
買
収
の
よ
う
な
こ
と

が
頻
繁
に
発
生
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
中
国

国
内
だ
け
を
見
て
も
見
誤
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

5
．日
中
科
学
技
術
協
力
の

可
能
性

　

最
後
に
、
中
国
と
日
本
の
科
学
技
術
協

力
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

中
国
と
日
本
の
科
学
技
術
の
現
状
を
見

る
と
、
研
究
資
金
や
人
材
な
ど
の
物
量
で

日
本
は
中
国
に
到
底
か
な
わ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
は
、
米
国
を

中
心
と
し
て
優
れ
た
国
際
的
な
協
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
る
の
で
、
日
本
と
の

協
力
は
必
ず
し
も
必
要
な
い
と
考
え
て
い

る
恐
れ
も
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ

ろ
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

経
験
で
日
本
に
一
日
の
長
が
あ
り
、
地
理

的
に
も
欧
米
と
比
較
し
て
極
め
て
近
い
こ

と
か
ら
、
日
本
の
対
応
次
第
で
は
、
中
国

が
日
本
と
の
協
力
を
有
意
義
と
考
え
る
可

能
性
も
あ
る
と
筆
者
は
思
っ
て
い
る
。

　

一
方
現
在
の
日
本
に
と
っ
て
、
か
つ
て
の

ラ
イ
バ
ル
は
米
国
と
欧
州
で
あ
っ
た
が
、
バ

ブ
ル
の
崩
壊
と
中
国
の
経
済
発
展
に
よ
り

状
況
が
一
変
し
た
。
も
し
日
本
が
こ
の
ま

ま
の
一
国
主
義
的
な
政
策
を
取
り
続
け
る

の
で
あ
れ
ば
、
日
本
は
体
力
を
徐
々
に
消

耗
し
、
気
が
付
け
ば
何
の
取
り
柄
も
な
い

辺
境
の
科
学
技
術
中
進
国
に
な
っ
て
し
ま

う
恐
れ
が
強
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
日
本
と
し
て

は
、
中
国
に
対
し
科
学
技
術
協
力
を
申
し

入
れ
、
協
力
を
積
極
的
に
実
施
す
べ
き
で

あ
る
。
日
本
の
科
学
技
術
関
係
者
は
、
こ

れ
ま
で
長
く
中
国
を
科
学
技
術
の
発
展
途

上
国
と
し
て
見
て
き
た
た
め
、
対
等
の
日

中
協
力
に
は
抵
抗
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
日
中
間
で
は
時
々
政
治
的
な
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
科
学
技
術
の

協
力
の
促
進
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

し
か
し
、
一
国
主
義
で
は
日
本
の
科
学
技

術
に
展
望
は
無
い
。
科
学
技
術
協
力
関
係

の
強
化
・
促
進
を
、
政
治
経
済
全
般
で
の

日
中
協
力
の
突
破
口
と
す
る
気
概
を
持
っ

て
努
力
し
て
行
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
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か
ら
交
流
し
た
い
相
手
を
探
し
出
し
、
個
別

に
面
談
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
仕

組
み
の
導
入
が
図
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
や
り
方

は
、
テ
ー
マ
設
定
と
共
に
、
馬
雲
氏
を
中
心

と
し
た
企
業
家
倶
楽
部
主
要
メ
ン
バ
ー
の
強
い

意
向
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
日
は
、
千
人
を
超
え
る
内
外
の
企
業
家

等
が
参
加
し
た
。
大
半
は
中
国
企
業
関
係
者

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
1
人
3
万
元
の
参
加
費

を
支
払
っ
て
の
参
加
で
あ
る
。
日
本
か
ら
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
の
ほ
か
、
I
C
T
関
係
企
業
等
が
参
加
。

ま
た
、
日
中
経
済
協
会
、
ジ
ェ
ト
ロ
、
中
国
日

本
商
会
が
支
持
機
構
と
し
て
参
加
し
た
。

　

当
初
、
緑
公
司
聯
盟
事
務
局
は
、
メ
イ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
講
演
者
あ
る
い
は
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ア
ッ
プ
ル
等
の
世

界
的
な
I
T
企
業
家
や
日
本
の
小
売
企
業

に
も
講
演
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
結
局
海
外

か
ら
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
参
加
は
無
か
っ
た
。
直

１
．緑
公
司
聯
盟
年
会
と
は

　

4
月
22
〜
23
日
、
天
津
に
て
「
緑
公
司
聯

盟
年
会
2
0
1
8
」
が
開
催
さ
れ
た
。
緑
公

司
聯
盟
は
、
ア
リ
バ
バ
集
団
董
事
局
主
席
の

馬
雲
（
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ー
）
氏
が
会
長
を
務
め

る
「
中
国
企
業
家
倶
楽
部
」
が
2
0
0
8
年

に
創
設
し
た
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
競
争

力
を
標
榜
す
る
中
堅
企
業
交
流
の
場
で
あ
る
。

中
国
企
業
家
倶
楽
部
は
、
06
年
、
31
人
の
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
ら
の
発
議
で
設
立
さ
れ
た
非

営
利
機
構
で
あ
り
、
現
在
理
事
61
人
。
民
営

企
業
を
中
心
と
し
た
気
鋭
の
経
営
者
た
ち
で

あ
る
。
緑
公
司
聯
盟
に
は
、
メ
ン
バ
ー
は
企
業

家
倶
楽
部
の
中
核
メ
ン
バ
ー
を
含
め
、
I
T
、

通
信
、
製
造
業
（
自
動
車
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
ア
パ

レ
ル
、
製
薬
、
食
品
等
）、
建
設
、
不
動
産
、

商
業
、
金
融
、
証
券
等
の
主
要
産
業
か
ら
現

在
92
社
が
加
盟
し
て
い
る
。

　

同
聯
盟
の
年
次
総
会
で
あ
る
「
年
会
」
に

前
の
3
月
24
〜
26
日
に
中
国
政
府
（
国
務
院

発
展
研
究
中
心
）
が
主
催
し
、
国
務
院
総

理
以
下
経
済
閣
僚
や
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
学

者
、
各
国
主
要
企
業
幹
部
が
参
加
し
た
「
中

国
発
展
高
層
論
壇
2
0
1
8
」
が
北
京
に
て

開
催
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る

（
同
会
議
に
は
ア
ッ
プ
ル
の
テ
ィ
ム
・
ク
ッ
ク

C
E
O
等
が
参
加
し
て
い
る
）。

お
い
て
は
、
例
年
、
企
業
家
倶
楽
部
理
事
を

は
じ
め
、
多
く
の
内
外
企
業
の
参
加
を
得
て
の

講
演
、
討
論
会
か
ら
な
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。

２
．2
0
1
8
年
の
年
会
の
特
徴

　

18
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
ス
マ
ー
ト
ビ

ジ
ネ
ス
時
代

－

高
品
質
の
発
展
と
価
値
創
造
」

を
全
体
テ
ー
マ
に
か
か
げ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

「
ス
マ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
」「
A
I
」「
ニ
ュ
ー
リ

テ
イ
ル（
新
小
売
）」「
I
o
T
」「
人
材
と
組
織
」

と
い
う
個
別
テ
ー
マ
が
並
べ
ら
れ
た
。

　

昨
年
ま
で
は
、
分
科
会
と
い
う
形
で
個
別

分
野
ご
と
の
討
論
、さ
ら
に
は
日
本
、
カ
ナ
ダ
、

英
国
等
各
国
企
業
参
加
者
等
と
の
二
国
間
で

の
討
論
交
流
会
が
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、

今
回
は
、
分
科
会
は
一
切
行
わ
ず
、
講
演
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
メ
イ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
本
と
す
る
と
と
も
に
、
参
加

企
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
参
加
者
リ
ス
ト
の
中

「
緑
公
司
聯
盟
年
会
2
0
1
8
」に
見
る

中
国
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
勃
興

FOCUS 2
■
岩
永
正
嗣
　
日
中
経
済
協
会 

北
京
事
務
所 

所
長

　
中
国
の
新
進
気
鋭
の
民
営
企
業
を
中
心
と
し
た
企
業
家
団
体
、
中
国
企
業
家
倶
楽
部
・
緑
公
司
聯
盟
年
会
が
4
月
、
天
津
に
て
開
催
さ
れ
、
千
人
を
超

え
る
内
外
の
企
業
家
等
が
参
加
し
た
。
世
界
規
模
の
企
業
が
増
え
、自
信
を
深
め
る
中
国
の
企
業
家
た
ち
は
、今
年
は
ど
の
よ
う
な
議
論
を
繰
り
広
げ
た
の
か
。馬雲氏の登場に、熱気溢れる 2018 年の年会の会場
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
民
営
企
業
家
に
と

っ
て
あ
こ
が
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
が
順
に

登
場
す
る
会
場
は
熱
気
に
溢
れ
、
と
り
わ
け

終
盤
で
ア
リ
バ
バ
の
馬
雲
氏
が
登
場
す
る
と
広

い
会
場
に
立
ち
見
も
出
た
。
プ
レ
ゼ
ン
す
る
各

企
業
か
ら
は
、
世
界
的
な
技
術
力
・
競
争
力

を
手
に
し
た
中
国
民
営
企
業
が
、
本
格
的
に

地
球
規
模
で
の
経
営
に
乗
り
出
し
、
海
外
に
お

い
て
も
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ

た
中
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
責
任
あ
る
存

在
と
し
て
立
ち
振
る
舞
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
誇
ら
し
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
フ
ロ
ア
に
お
い
て
も
起
業
熱
の

高
さ
、
起
業
を
た
た
え
合
う
雰
囲
気
が
満
ち

溢
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
今
回
は
外
国
企
業
・
外
国
人
の
参

加
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
く
、
ダ
ボ
ス
会
議
の

よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
会
議
を
目
指
し
た
関
係

者
の
想
い
や
中
国
企
業
同
士
の
盛
り
上
が
り

と
、
外
国
企
業
の
同
年
会
に
対
す
る
受
止
め

に
温
度
差
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
も
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
中
国
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
最
大

手
の
み
な
ら
ず
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
家
や
そ
の

候
補
者
も
多
数
登
場
し
て
盛
り
上
が
る
起
業

熱
の
渦
に
は
、
外
国
企
業
と
し
て
も
引
き
続

き
関
心
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

３
．中
国
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル　

意
識
の
高
ま
り

　

年
会
に
お
い
て
は
新
興
企
業
家
等
か
ら

様
々
な
論
点
が
示
さ
れ
、
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
と
り
わ
け
特
徴
的
に

感
じ
ら
れ
た
の
は
、
中
国
民
営
企
業
が
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
の
一
員
と
し
て
の
あ
り
方
を
強
く
意

識
し
、
そ
の
認
識
の
共
有
を
強
く
呼
び
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、復
星
集
団
董
事
長
・
郭
広
昌
氏
は
、

会
議
で
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
、
世
界
の
最

高
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
が
中
国
で
プ
レ
イ

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
た
と
え
つ
つ
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
以

下
の
い
く
つ
か
の
点
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
第
１
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ル
ー
ル
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
サ
ッ
カ
ー
で
あ
れ
、
他

の
運
動
や
ゲ
ー
ム
で
あ
れ
、
自
分
に
不
利
だ

か
ら
と
言
っ
て
自
分
の
ル
ー
ル
を
持
ち
出
し
て

し
ま
っ
て
は
、
誰
も
一
緒
に
プ
レ
イ
し
て
く
れ

は
し
な
い
。
復
星
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
最
大
の
保
険

会
社
に
出
資
す
る
に
際
し
、
多
く
の
関
係
部

門
の
認
知
を
得
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
規
制
当
局

や
欧
州
の
中
央
銀
行
等
か
ら
の
批
准
を
得
て
い

る
。
遵
法
文
化
こ
そ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
最
重
要

文
化
で
あ
る
。

　

2
つ
目
に
は
、
互
恵
互
利
で
あ
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
な
リ
ソ
ー
ス
と
つ
な
が
る
に
は
、
我
々
も

中
国
の
リ
ソ
ー
ス
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
結
び
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

3
つ
目
に
は
、
人
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ

る
。
復
星
は
グ
ロ
ー
カ
ル
を
合
言
葉
に
し
て
い

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
結
合
が
必
要

で
あ
る
。

　

4
つ
目
に
は
、
組
織
の
俊
敏
性
で
あ
る
。
現

代
の
情
報
技
術
の
発
展
で
連
絡
が
便
利
に
な

る
中
、
決
定
効
率
、
運
営
効
率
の
高
い
組
織

を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
我
々
が
最

も
多
用
す
る
管
理
ツ
ー
ル
は
釘
釘
（Ding 

Talk

）
で
あ
る
。
こ
れ
で
１
日
に
６
、
７
回
は

電
話
会
議
を
行
う
。
以
前
は
こ
う
し
た
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

　

5
つ
目
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
責
任
を
負
う

こ
と
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
と
し
て
の
責

任
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
復
星
も
世
界
中
で
青

年
創
業
計
画
活
動
、
ア
フ
リ
カ
で
マ
ラ
リ
ア
撲

滅
活
動
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

４
．伝
統
産
業
と
情
報
技
術
の　

融
合

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
全
体
を
通
じ
て
、
多
く
の
ス

ピ
ー
カ
ー
が
I
C
T
に
よ
る
様
々
な
「
融

合
」
を
説
い
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

I
C
T
と
伝
統
産
業
の
「
融
合
」
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
。

　

東
軟
集
団
董
事
長
の
劉
積
仁
氏
は
、
ス
マ

ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
核
心
に
は
二
つ
の
要
素
が
あ

る
、
一
つ
は
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
り
、
も
う

一つ
は
融
合
で
あ
る
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
例
え
ば

旅
行
な
ど
他
の
業
種
と
別
の
技
術
を
融
合
さ

せ
た
、
と
い
う
。

　

ま
た
、
I
B
M
大
中
華
区
董
事
長
の
陳
黎

明
氏
は
、
中
国
の
企
業
家
の
調
査
に
よ
る
と
、

72
％
の
中
国
伝
統
企
業
家
が
市
場
主
導
の
主

た
る
力
は
や
は
り
伝
統
企
業
に
あ
る
の
で
あ
っ

て
新
興
企
業
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
答
え
て
い

る
、
こ
う
し
た
企
業
の
デ
ー
タ
こ
そ
が
彼
ら
の

所
有
す
る
最
大
の
資
産
で
あ
る
、
我
々
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
総

量
の
20
％
に
過
ぎ
ず
、
80
％
は
企
業
の
フ
ァ
イ

ア
ウ
ォ
ー
ル
の
内
側
に
あ
る
、
こ
れ
を
掘
り
起

し
、
整
理
し
、
洞
察
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
価
値

を
形
成
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
や
競
争
力

が
生
み
出
さ
れ
る
、
と
言
う
。

　

伝
統
産
業
と
I
C
T
の
融
合
は
、
中
国
の

み
な
ら
ず
日
本
企
業
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題

で
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
中
協
力
の
重
要
な

切
り
口
で
も
あ
る
。
日
本
企
業
に
お
い
て
も
、

中
国
新
興
企
業
と
の
対
話
を
深
め
る
こ
と
が
、

日
本
企
業
の
新
た
な
発
展
の
糸
口
を
つ
か
ん
で

い
く
上
で
有
益
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「緑公司聯盟年会 2018」パネルディスカッションの
模様
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中国の次世代型自動車産業の動向と
日中アライアンス

こ
と
が
日
本
の
出
遅
れ
の
原
因
に
な
っ
て
い

る
と
さ
れ
、
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
自
動
車

の
使
用
シ
ー
ン
・
頻
度
と
の
関
連
も
指
摘
さ

れ
る
が
、
こ
こ
で
も
日
本
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化

は
進
み
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
デ
ー
タ
だ
。

　

上
海
市
が
自
動
車
産
業
育
成
の
中
核

に
据
え
る
上
海
国
際
汽
車
城
と
い
う
エ
リ

ア
が
、
市
西
北
部
郊
外
の
嘉
定
区
に
あ
る
。

「
嘉
定
」
と
い
う
地
名
そ
の
も
の
が
今
や
、

N
E
V
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
自
動
運
転
の
代

名
詞
に
も
な
っ
て
い
る
ほ
ど
だ
。
そ
の
一
角

に
、
上
海
を
走
行
し
て
い
る
N
E
V
の
全

車
両
を
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、先
日
訪
問
し
て
き
た
。

　

こ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
上
海
で

販
売
さ
れ
た
す
べ
て
の
N
E
V
に
対
し

て
、
中
国
で
N
E
V
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

T-

B
O
X
を
通
じ
て
、
各
メ
ー
カ
ー
が
収

集
し
て
い
る
、
現
在
走
行
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
市
内
の
ど
こ
を
走
行
し
て
い
る
か
、
走

行
距
離
、
充
電
中
、
充
電
量
な
ど
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
情
報
を
全
国
各
地
の
メ
ー
カ
ー
本

部
か
ら
吸
い
上
げ
て
統
合
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
実
現
可
能
な
の
も
、
中

国
に
お
い
て
「
つ
な
が
る
」
T-

B
O
X
を

搭
載
し
て
い
る
車
が
い
か
に
多
い
か
を
示
す

も
の
、
と
言
え
る
。
現
在
、
輸
入
車
し
か
な

い
は
ず
の
テ
ス
ラ
車
の
情
報
ま
で
あ
る
の
だ

か
ら
、
少
な
く
と
も
N
E
V
に
関
し
て
は
、

有田直矢　導知（上海）信息諮詢有限公司（インサイツ東京事務所）顧問

新エネルギー車（NEV）の時代に完全に突入した中国自動車市場において、次の大きな流れになっているコネクテッ
ド、およびその先の自動運転。中国 IT ビッグ 3 であるバイドゥ（百度）、テンセント（騰訊）、アリババ（阿里巴巴）、

そして長安汽車や北汽集団など中国地場メーカーの取り組みなどを通じて、2018 年 4 月開催の北京モーターショー
前後の最新状況を解説し、その上で、日本企業としてこの業界に取り組むべき態度を提言する。

　

2
0
2
2
年
ま
で
に
自
動
車
の
外
資
出

資
制
限
を
完
全
撤
廃
す
る
と
発
表
し
た
中

国
。
そ
の
背
景
に
は
、
米
国
と
の
貿
易
戦
争

は
も
ち
ろ
ん
、
従
来
エ
ン
ジ
ン
車
に
つ
い
て

は
、
市
場
を
開
い
て
技
術
を
導
入
す
る
戦
略

を
採
っ
た
が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
（
N
E
V
）

に
お
い
て
は
市
場
も
技
術
も
あ
る
、
と
い
う

自
信
に
基
づ
く
も
の
と
も
読
み
取
れ
る
。

　

さ
ら
に
現
在
、
中
国
が
急
速
に
推
し
進
め

て
い
る
の
が
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、
そ
し
て
そ
れ

以
降
の
自
動
運
転
。
こ
れ
ら
の
産
業
化
を
急

ぎ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
競
争
力
を
持
ち
得
る
技

術
の
集
積
を
進
め
、
既
存
の
グ
ロ
ー
バ
ル
自

動
車
産
業
構
造
に
風
穴
を
開
け
た
い
、
と
い

う
の
が
、
中
国
の
本
音
だ
ろ
う
。

中
国
で
進
む
車
の「
つ
な
が
る
」化

　

Counterpoint
社
の
I
o
T
ト
ラ
ッ

カ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
最
新
調
査
に
よ
れ
ば
、
世

界
の
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
市
場
は
20
年
ま
で

に
２
７
０
％
成
長
し
、
接
続
機
能
を
搭
載

し
て
出
荷
さ
れ
る
乗
用
車
は
、
18
年
か
ら

22
年
の
間
に
1
億
２
５
０
０
万
台
に
達
す

る
見
通
し
で
あ
る
と
い
う
。
世
界
の
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
カ
ー
市
場
は
17
年
現
在
、
中
国
と
米

国
が
出
荷
の
45
％
を
占
め
、
中
国
だ
け
で

32
％
に
お
よ
ぶ
。
一
方
で
、
ネ
ッ
ト
接
続
機

能
の
新
車
搭
載
率
で
は
、
日
本
が
10
％
に
対

し
て
、
米
国
は
50
％
、
中
国
は
20
％
。

　

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
搭
載
率
が
高
い

中
国
生
産
・
輸
入
車
問
わ
ず
、
中
国
で
市

販
さ
れ
て
い
る
も
の
は
T-

B
O
X
搭
載
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

T-

B
O
X
と
は
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
・
ボ
ッ

ク
ス
の
こ
と
。
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
部
品
で
あ
り
、
様
々
な
通

信
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

ト
ヨ
タ
のT-Connect

を
想
像
す
れ
ば
よ

い
だ
ろ
う
か
。
中
国
で
は
当
た
り
前
の
前
提

と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
の
機
器
も
、

日
本
の
業
界
人
と
話
し
て
い
る
と
、「
初
め

て
知
っ
た
」
と
い
う
反
応
が
返
っ
て
く
る
こ

と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
日
中
の
格

差
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド・自
動
運
転
の　
　

法
整
備
と
実
態

　

中
国
中
央
政
府
は
18
年
4
月
、「
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
・
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
ビ
ー
ク
ル

道
路
測
試
管
理
基
準
（
試
行
）」
を
発
表
し

た
。
自
動
運
転
に
関
す
る
公
道
テ
ス
ト
の
詳

細
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
、

北
京
、
上
海
、
重
慶
な
ど
地
方
で
そ
れ
ぞ

れ
法
整
備
が
進
め
ら
れ
、
実
際
テ
ス
ト
も

行
わ
れ
て
き
て
い
た
が
、
こ
こ
に
統
一
基
準

が
定
ま
り
、
今
後
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
各

都
市
で
細
則
が
再
整
備
さ
れ
、
テ
ス
ト
が
進

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

具
体
例
と
し
て
は
、
や
は
り
上
海
国
際
汽

車
城
。
18
年
3
月
に
上
海
汽
車
と
N
I
O
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—新次元の産業協力を念頭に—

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
。
バ
イ
ド
ゥ
を
除
い

て
は
、
既
に
中
国
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
ス
マ
ホ

決
済
機
能
を
有
し
、
バ
イ
ド
ゥ
の
従
来
か
ら

の
強
み
の
一つ
で
あ
る
地
図
に
つ
い
て
、
ア
リ

バ
バ
で
は
、
バ
イ
ド
ゥ
地
図
よ
り
も
高
精
度

と
評
判
の
高
い
高
徳
地
図
（Am

ap

）
を
買

収
す
る
な
ど
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
自
動
運
転

に
対
し
て
、
３
社
と
も
全
方
位
で
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
現
時
点
に
お
け
る
成
果
と
し

て
、
18
年
4
月
に
開
催
さ
れ
た
北
京
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
一
端
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
ず
は
バ
イ
ド
ゥ
。
17
年
7
月
に
発
表
さ

れ
たApollo

（
ア
ポ
ロ
）
と
呼
ば
れ
る
コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
・
自
動
運
転
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
る
。

　

17
年
7
月
は
つ
ま
り
、
バ
イ
ド
ゥ
の
李
彦

宏
C
E
O
がApollo
ベ
ー
ス
の
自
動
運

転
車
を
北
京
市
の
公
道
に
お
い
て
無
断
で
テ

ス
ト
走
行
し
て
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
時
だ
。
中

国
で
は
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
と
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と
も
呼
ば
れ
る
上
海
蔚
来
汽
車（
N
E
X
T 

E
V
）
が
公
道
テ
ス
ト
用
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
取
得
、
実
際
に
公
道
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
た
様
子
が
報
道
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
4
月
、
こ
の
公
道
テ
ス
ト
用
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
発
行
を
市
政
府
か
ら
委
託

さ
れ
、
実
質
的
に
認
定
す
る
機
関
で
あ
る
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
産
業
技
術
連
合
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
U
I
C
）
を
訪
問
し
た
。

訪
問
時
、
発
給
は
上
記
の
２
社
だ
っ
た
が
、

申
請
自
体
は
既
に
50
社
以
上
を
受
付
け
て
い

る
と
話
し
て
い
た
。
ま
さ
に
長
蛇
の
列
と
い

う
状
態
だ
。

　

そ
の
訪
問
後
、
5
月
に
な
り
、
新
た
に

B
M
W
へ
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
発
給
が
報

じ
ら
れ
た
。
中
国
の
自
動
運
転
テ
ス
ト
に
お

い
て
、
初
の
外
資
系
の
登
場
で
あ
る
。

中
国
I
T
ビ
ッ
グ
3
の
動
き
、　

バ
イ
ド
ゥ
のA

pollo

　

実
際
、
中
国
の
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、
そ
し

て
自
動
運
転
の
流
れ
は
メ
ー
カ
ー
や
車
載

器
メ
ー
カ
ー
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
入
れ
乱
れ
て
い
る
も
の
の
、
中
国

I
T
ビ
ッ
グ
3
を
押
さ
え
て
お
く
と
わ
か
り

や
す
い
。
バ
イ
ド
ゥ
（
百
度
）、
テ
ン
セ
ン
ト

（
騰
訊
）、ア
リ
バ
バ
（
阿
里
巴
巴
）
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
現
在
ま
で
に
、中
国
語
で
「
雲
」

と
い
う
字
を
充
て
る
ク
ラ
ウ
ド
機
能
の
整
備

は
完
了
し
て
お
り
、
A
I
の
研
究
開
発
を

と
も
に
始
ま
っ
た
の
が
こ
のApollo

計
画
で

あ
る
。

　

こ
のApollo

を
ベ
ー
ス
に
し
た
A
I

や
音
声
認
識
機
能
を
搭
載
し
た
、
量
産

を
想
定
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
、
一
汽
集
団

の
「
S
E
N
I
A
（
奔
腾
）
R
9
」、
奇
瑞

（Chery

）
の
「
E
X
E
E
D
」、
北
汽
集

団
の
「
ニ
ュ
ー
E
U
5
」
が
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
、
韓
国
ヒ
ュ
ン
ダ
イ
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
も

Apollo

ベ
ー
ス
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
示
を

行
っ
た
。

　

Apollo

は
あ
く
ま
で
も
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
は
そ
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
社
の
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
・
自
動
運
転
の
技
術
を
乗
せ
て

拡
張
で
き
る
と
い
う
使
い
勝
手
の
良
さ
が
あ

り
、
そ
れ
が
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
をApollo

に
引
き
付
け
て
い
る
要
因
の
よ
う
だ
。

　

18
年
3
月
に
は
北
京
市
に
お
い
て
自
動
運

転
用
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
取
得
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ムApollo

の
進
化
に
磨
き
を
か

け
て
い
る
。

　

ま
た
、
バ
イ
ド
ゥ
は
、
今
後
自
身
が
出
資

を
予
定
し
て
い
る
と
さ
れ
る
P
A
T
E
O

と
い
う
T-

B
O
X
、
車
載
器
ベ
ン
ダ
ー
と

協
業
、
東
風
汽
車
向
け
に
、
中
国
初
の
音

声
認
識
か
つ
A
I
搭
載
の
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス

機
器
も
発
表
し
て
い
る
。
ナ
ビ
機
能
は
も
ち

ろ
ん
、
例
え
ば
、
運
転
手
は
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ

て
運
転
し
な
が
ら
、発
声
す
る
だ
け
で
シ
ョッ

ピ
ン
グ
が
で
き
、
ス
マ
ホ
に
決
済
情
報
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
ス
マ
ホ
決
済

で
き
る
、
と
い
う
も
の
。

　

こ
の
上
海
に
本
部
を
構
え
る
P
A
T
E
O

に
先
日
、
訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
彼
ら

に
よ
れ
ば
、
東
風
汽
車
の
ほ
か
、
北
汽
新
能

源
の「
E
U
5
」、長
安
汽
車
の「
C
S
7
5
」

な
ど
に
も
製
品
を
提
供
し
、
今
後
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
と
強
気
だ
が
、
彼
ら
は
さ

ら
に
そ
の
先
を
見
据
え
て
い
る
。

　
「
上
海
国
際
汽
車
城
は
市
と
工
業
情
報
化

部
と
の
取
り
組
み
だ
が
、
嘉
定
は
実
際
、
市

街
地
か
ら
遠
く
不
便
。
我
々
は
現
在
、
市

と
国
家
発
展
改
革
委
員
会
と
と
も
に
、
上

海
市
街
地
に
近
い
宝
山
地
区
で
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
技
術
を
中
核
に
沿
え
た
ス
マ
ー
ト

カ
ー・ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
描
い
て
い
る
」

（
同
社
販
売
部
門
ト
ッ
プ
）。
そ
の
詳
細
は

い
ま
だ
不
明
だ
が
、
大
き
な
う
ね
り
が
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
た
。

テ
ン
セ
ン
ト
の
取
り
組
み

　

こ
う
し
た
バ
イ
ド
ゥ
の
取
り
組
み
に
対
し

て
、
テ
ン
セ
ン
ト
は
、
N
E
X
T
 E
V
へ

の
出
資
で
も
知
ら
れ
る
が
、
独
自
で
も
17
年

11
月
に
自
社
の
I
o
V
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
「AI in Car

」
を
発
表
、
そ
の
直
後

の
広
州
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
、
音
声
認
識
も

含
め
た
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
「ispace

」
を
公

開
し
て
い
た
。

コネクテッドカー産業技術連合イノベーションセンター (UIC)（筆者撮影）
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ま
た
、
ア
リ
の
A
I
部
門
は
18
年
4
月
、

ダ
イ
ム
ラ
ー
、フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン（
V
W
）

傘
下
の
ア
ウ
デ
ィ
、
ボ
ル
ボ
と
提
携
し
た
。

　

ア
リ
直
接
の
傘
下
で
あ
る
小
鵬
汽

車
（
X
I
A
O
P
E
N
G
）
は
、
市
販
車

「
G
3
」
を
発
表
、
A
I
を
駆
使
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
降
り
た
あ
と
、
リ
モ
コ
ン
の
ボ

タ
ン
一
つ
で
車
が
自
動
で
縦
列
駐
車
を
す
る

な
ど
便
利
な
機
能
を
搭
載
し
、
屋
根
に
取

り
付
け
ら
れ
た
3
6
0
度
カ
メ
ラ
と
連
動

す
る
車
載
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

に
も
抜
か
り
は
な
い
。

　

補
助
金
前
で
20
万
～
28
万
元
（
約

3
4
5
万
～
4
8
2
万
円
）
の
こ
の
高
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
S
U
V

「
G
3
」
は
18
年
4
月
、
広
州
か
ら
出
発
、

途
中
、
長
沙
、
武
漢
、
鄭
州
等
の
都
市
を

通
過
、
総
距
離
2
3
3
8
キ
ロ
を
踏
破
し

て
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
開
催
前
の
北
京
に
到
着

し
た
。
E
V
と
し
て
の
機
能
、
充
電
効
率

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、X
I
A
O
P
E
N
G

で
は
ア
リ
の
強
み
で
あ
る
A
I
を
今
後
も

差
別
化
の
重
点
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

　

ア
リ
は
さ
ら
に
、
上
海
国
際
汽
車
城
と
も

連
携
し
、
嘉
定
区
に
ア
リ
バ
バ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
い
る
。
周
辺
の
友

好
研
究
機
関
と
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
自
動
運
転

の
勉
強
会
を
定
期
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
関

連
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
対
し
て
、
月
額

1
万
円
ほ
ど
と
い
う
、
今
ど
き
の
中
国
で
は

あ
り
得
な
い
オ
フ
ィ
ス
賃
料
を
準
備
し
て
招

致
に
注
力
、
育
成
を
進
め
て
い
る
。
ア
リ
が

最
終
的
に
買
収
す
る
と
な
れ
ば
膨
大
な
金

額
が
動
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
前
に
そ

れ
ら
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
目
を
付
け
、
出

資
し
て
お
こ
う
と
い
う
周
辺
投
資
家
も
活
発

に
動
い
て
お
り
、
バ
リ
ュ
ー
積
み
上
げ
合
戦

の
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
い
う
。

　

中
国
I
T
ビ
ッ
グ
3
の
中
で
、
唯
一
自

動
運
転
テ
ス
ト
用
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
取

得
し
て
い
な
い
ア
リ
。
た
だ
、
地
元
の
杭
州

市
に
し
て
も
、
他
の
都
市
に
後
れ
を
取
る
わ

け
に
い
か
ず
、
ア
リ
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

市
と
し
て
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
構
想
を
急

速
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ

と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

長
安
汽
車
の
取
り
組
み

　

中
国
I
T
ビ
ッ
グ
3
は
そ
れ
ぞ
れ
に
競

争
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
ガ
チ
ン
コ
勝
負
と

い
う
感
じ
も
し
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
し
て
、
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
る
よ
う
に

も
感
じ
ら
れ
る
。
比
較
的
オ
ー
プ
ン
な
ス
タ

ン
ス
で
あ
る
。
メ
ー
カ
ー
側
も
、
そ
れ
ら
の

た
だ
一
社
と
提
携
す
る
の
で
は
な
く
、
例
え

ば
、
長
安
汽
車
は
実
に
ビ
ッ
グ
3
の
3
社
と

も
そ
れ
ぞ
れ
に
連
携
し
、
そ
こ
に
自
社
の
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
・
自
動
運
転
を
組
み
合
わ
せ
、

世
界
初
・
中
国
初
の
自
動
運
転
車
量
産
を

企
図
し
て
い
る
。

携
し
て
お
り
、
先
日
会
っ
た
上
海
汽
車
の

幹
部
か
ら
も
「
ア
リ
の
技
術
力
、
決
済
や

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
と
そ
の
応
用
な
ど
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。

　

ア
リ
ク
ラ
ウ
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

中
国
で
は
今
、「
ア
リ
バ
バ
」
と
フ
ル
ネ
ー

ム
で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、「
ア
リ
」

の
通
称
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
ア
リ
は
、17
年
10
月
に
曠
視（M
egvii

）、

18
年
4
月
に
商
湯
（Sensetim
e

）
と
い
う

A
I
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
た
画

像
認
証
技
術
の
企
業
に
対
し
て
、
数
百
億
円

規
模
の
出
資
を
行
っ
て
い
る
。Sensetim

e
は
ホ
ン
ダ
と
提
携
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
、
吉

利
汽
車
は
S
U
V「
博
越（
B
O
Y
U
E
）」

の
18
年
モ
デ
ル
を
披
露
し
て
お
り
、
さ
ら
に

テ
ン
セ
ン
ト
は
長
安
汽
車
と
の
合
弁
も
発
表

し
て
い
る
。

　

ま
た
、直
接
の
傘
下
に
拝
騰（
B
Y
T
O
N
）

と
い
う
完
成
車
メ
ー
カ
ー
を
抱
え
、
北
京

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
も
存
在
感
を
示
し
て
い

た
。

　

そ
し
て
18
年
5
月
、
深
圳
市
に
お
け
る

自
動
運
転
テ
ス
ト
用
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

取
得
。
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
自
動
運
転
分
野

に
お
い
て
強
み
の
通
信
・
コ
ン
テ
ン
ツ
分
野

の
み
な
ら
ず
、
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
方
面
に
お
い

て
も
、
テ
ン
セ
ン
ト
実
験
室
（
研
究
機
関
）

を
通
じ
て
、
独
自
技
術
を
習
得
し
て
い
く
と

い
う
。

　

バ
イ
ド
ゥ
や
ア
リ
バ
バ
と
比
べ
て
弱
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
き
た
地
図
分
野
に

お
い
て
も
今
回
、
既
に
独
自
の
高
精
度
マ
ッ

プ
を
独
立
し
て
収
集
、
制
作
、
運
用
す
る

ス
キ
ー
ム
は
完
成
し
て
お
り
、
18
年
に
は
国

内
重
点
都
市
と
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
て
、

19
年
に
は
中
国
全
土
を
網
羅
す
る
独
自
地

図
技
術
を
有
す
る
見
通
し
だ
と
い
う
。

ア
リ
バ
バ
の
取
り
組
み

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
後
れ
を
取
っ
て
い
た
、

と
も
さ
れ
る
ア
リ
バ
バ
だ
が
、
コ
ネ
ク
テ
ッ

ド
の
分
野
で
は
早
く
か
ら
上
海
汽
車
と
提

北汽集団の「ニュー EU5」（筆者撮影）
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北
汽
集
団
の
商
用
車
部
門
で
あ
る
北
汽

福
田
も
自
動
運
転
の
研
究
を
加
速
さ
せ
て

い
る
。
中
国
初
の
商
用
車
自
動
運
転
公
道

テ
ス
ト
用
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
取
得
、
ク

ロ
ー
ズ
ド
領
域
に
お
い
て
、
レ
ベ
ル
3
の
自

動
運
転
を
実
現
し
た
ト
ラ
ッ
ク
を
開
発
し
て

い
る
。

　

現
時
点
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
セ
ダ
ン
「
紳
宝

D 

50
」
に
レ
ベ
ル
0
～
1
の
警
告
・
補
助
シ

ス
テ
ム
を
搭
載
し
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
北
汽
集
団
で
は
あ
る
が
、
北
京
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
で
は
「
駕
享
新
生
態
」
戦
略
を
発
表
、

車
を
単
な
る
お
出
か
け
の
手
段
か
ら
、
オ

フ
ィ
ス
・
レ
ジ
ャ
ー
・
教
育
・
医
療
・
流
通

な
ど
生
活
の
各
シ
ー
ン
と
つ
な
げ
る
方
向
性

を
示
し
た
。
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一
社
に
テ

ン
セ
ン
ト
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
テ
ン
セ
ン

ト
の
Io
V
技
術
も
駆
使
さ
れ
て
い
き
そ

う
だ
。

日
本
企
業
は
こ
の
業
界
に
ど
う
取

り
組
む
べ
き
か

　

以
上
、
最
新
の
中
国
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
自

動
運
転
の
趨
勢
を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る

が
、
ま
だ
ま
だ
発
展
間
も
な
い
こ
の
業
界
は

混
沌
と
し
て
い
て
分
か
り
づ
ら
く
は
あ
る
も

の
の
、
力
強
く
前
に
進
ん
で
い
る
分
野
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
こ
に
日
本
企
業

が
ど
う
参
入
し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
が
課
題

だ
。

　

上
海
国
際
汽
車
城
の
U
I
C
か
ら
紹

介
さ
れ
た
中
国
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
の
専
門
家
は
、

「
日
本
企
業
に
限
ら
な
い
が
、
欧
米
企
業
も

含
め
、
中
国
側
が
何
か
機
密
を
吸
い
取
ろ

う
と
、
虎
視
眈
々
と
狙
っ
て
い
る
、
と
思
わ

れ
が
ち
だ
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
こ
の
上

海
国
際
汽
車
城
に
は
そ
の
意
図
は
な
い
。
上

海
国
際
汽
車
城
で
は
、
門
戸
を
可
能
な
限

り
開
い
て
い
る
。
ま
ず
は
、
テ
ス
ト
環
境
が

整
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
上
海
国
際
汽
車
城

で
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
や
自
動
運
転
の
各
種
テ
ス

ト
を
行
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
そ
の
結
果
、
テ

ス
ト
環
境
に
不
備
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
言
っ

て
く
れ
れ
ば
、
我
々
も
改
善
す
る
。
ま
た
、

何
か
足
り
な
い
、
あ
る
い
は
強
化
し
た
い
技

術
な
ど
が
あ
れ
ば
、
上
海
国
際
汽
車
城
が

他
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
紹
介
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
我
々
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。
お
そ
ら

く
こ
れ
は
、
バ
イ
ド
ゥApollo

で
も
、
さ

ら
に
、
テ
ン
セ
ン
ト
や
ア
リ
バ
バ
で
も
共
通

し
た
ス
タ
ン
ス
な
の
だ
ろ
う
。

　

丹
念
な
情
報
収
集
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を

か
け
た
決
断
。
お
そ
ら
く
、
こ
こ
か
ら
抜
け

出
す
こ
と
、
小
さ
な
一
歩
で
も
何
ら
か
の
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
テ
ン

ポ
の
速
い
中
国
の
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
自
動
運

転
業
界
に
参
入
す
る
た
め
に
日
本
企
業
と
し

て
必
要
な
態
度
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

長
安
汽
車
で
は
16
年
4
月
、「
睿
馳
」
が

重
慶
か
ら
北
京
ま
で
2
0
0
0
キ
ロ
、
自

動
運
転
走
行
を
実
現
し
、
中
国
国
内
初
の

長
距
離
自
動
運
転
テ
ス
ト
を
成
功
さ
せ
、

世
界
か
ら
注
目
を
集
め
た
。
17
年
11
月
に

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取

得
し
た
後
、
18
年
4
月
に
は
重
慶
市
で
自

動
運
転
公
道
テ
ス
ト
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

取
得
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
カ
ー
へ
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
加

速
す
る
た
め
、
長
安
汽
車
は
、
中
・
伊
・
英
・

米
・
日
の
５
カ
国
9
都
市
「
五
国
九
地
」、

（
重
慶
・
北
京
・
上
海
・
江
西
・
ハ
ル
ビ
ン
・

ト
リ
ノ
・
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
・
デ
ト
ロ
イ
ト
・

横
浜
）
に
R
&
D
拠
点
を
設
置
、
整
備
し

て
い
る
。

　

17
年
12
月
に
は
、
レ
ベ
ル
4
に
相
当
す
る

ネ
ッ
ト
接
続
型
市
街
地
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム

の
テ
ス
ト
を
中
国
で
初
め
て
完
成
さ
せ
、
18

年
3
月
に
は
自
社
の
自
動
運
転
コ
ア
技
術
で

あ
る
I
A
C
C
を
搭
載
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

S
U
V
「
C
S 

55
」
の
量
産
テ
ス
ト
を
成

功
さ
せ
た
。

　

18
年
4
月
の
北
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で

は
、や
は
り
コ
ン
パ
ク
ト
S
U
V
の「
ニ
ュ
ー

C
S
7
5
」
を
発
表
、全
自
動
パ
ー
キ
ン
グ
、

近
距
離
リ
モ
ー
ト
パ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
機
能

を
実
現
さ
せ
た
A
P
A
4
・
0
と
い
う
技

術
を
搭
載
し
た
モ
デ
ル
と
し
て
、
量
産
・
販

売
を
今
後
行
っ
て
い
く
。

北
汽
集
団
の
取
り
組
み

　

中
国
国
内
は
と
も
か
く
、
一
汽
・
上
海
・

東
風
の
ビ
ッ
グ
3
ほ
ど
の
知
名
度
が
な
い
だ

け
に
、
長
安
汽
車
は
か
な
り
世
界
初
・
中

国
初
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
そ
れ
だ
け
取
り
組
み
へ
の
ス
ピ
ー
ド
感

が
あ
る
。
や
は
り
ビ
ッ
グ
3
以
外
と
い
う
意

味
で
は
同
じ
立
場
の
、
た
だ
し
N
E
V
で

猛
追
し
、
既
に
一
定
の
ブ
ラ
ン
ド
を
築
い
て

い
る
北
汽
集
団
も
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
自
動

運
転
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

北
汽
集
団
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
上
公
園
に

自
社
の
自
動
運
転
に
関
す
る
実
験
セ
ン
タ
ー

を
持
つ
。
全
長
7
キ
ロ
、
様
々
な
シ
ー
ン
を

想
定
し
た
コ
ー
ス
設
計
に
な
っ
て
い
る
。
自

社
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
北
汽
新
技
術
研

究
院
に
よ
る
研
究
成
果
を
こ
こ
に
投
入
し
、

公
道
テ
ス
ト
に
至
る
ま
で
の
経
験
を
積
む
ク

ロ
ー
ズ
ド
テ
ス
ト
環
境
で
あ
る
。
18
年
4
月

に
は
一
般
向
け
に
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ

れ
た
。

　

北
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
、
北
汽
新
能

源
の
A
R
C
F
O
X
傘
下
の
超
小
型
モ
ビ

リ
テ
ィ「
L
I
T
E
」の
自
動
運
転
車
版（
現

時
点
で
は
レ
ベ
ル
3
）
が
発
表
さ
れ
た
。
北

汽
集
団
で
は
今
後
、
バ
イ
ド
ゥApollo

を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
19
年
前
後
に
は
レ
ベ
ル
3
、

21
年
前
後
に
は
レ
ベ
ル
4
の
自
動
運
転
車
の

量
産
計
画
を
発
表
し
て
い
る
。
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中国のロボット産業の動向と
日中アライアンス

年
の
日
系
企
業
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
生
産
額

は
2
年
連
続
で
過
去
最
高
を
記
録
し
、

1
兆
1
0
0
0
億
円
に
な
る
見
通
し
で
あ

る
。
そ
し
て
世
界
の
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
も
大
き

く
拡
大
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
国
際
ロ
ボ
ッ

ト
連
盟
（
以
下
、
I
F
R
）
に
よ
れ
ば
、

20
年
に
は
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
だ
け
で
約

52
万
台
の
出
荷
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
10
年

に
は
約
12
万
台
だ
っ
た
出
荷
台
数
が
、
20

年
に
は
４
倍
強
の
市
場
展
開
が
望
ま
れ
て
い

る
の
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
の
産
業
に
お
い
て
関
連
企
業

が
注
目
し
て
い
る
の
が
中
国
で
あ
る
。
中
国

で
は
製
造
現
場
に
お
け
る
人
手
不
足
に
加

え
、
明
ら
か
に
人
件
費
が
高
騰
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
が
他
国

と
比
べ
て
も
急
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

図
1
に
示
す
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
出
荷
台
数
の

推
移
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
中
国
の
そ

れ
は
他
国
を
抜
き
ん
出
て
い
る
。
前
述
の

I
F
R
に
よ
れ
ば
、
18
年
以
降
の
グ
ロ
ー

バ
ル
年
平
均
成
長
率
は
15
％
と
大
き
い
が
、

中
国
の
そ
れ
は
20
～
25
％
と
グ
ロ
ー
バ
ル
平

均
値
を
凌
駕
す
る
。
い
や
、
む
し
ろ
、
中

国
が
世
界
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
を
牽
引

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
成
長
率
を
高
め
て
い
る
と

も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
中
国
の
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
、
市
場
の
急

拡
大
に
は
前
述
の
作
業
労
働
者
か
ら
ロ
ボ
ッ

ト
へ
の
代
替
に
加
え
、
い
く
つ
か
の
背
景
が

2017 年 7 月 5 ～ 8 日に開催された、第 6 回中国国際ロボット展
示会（China International Robot Show：ciros）での中国大
手メーカー・瀋陽新松機器人自動化（SIASUN）の展示ブース

太田志乃　機械振興協会 経済研究所 調査研究部 研究副主幹

中国が世界最大のロボット市場であることはよく知られている。ロボットは、主に工場など生産現場で用いられる類
を産業用ロボット、そして運送や農業分野で用いられる類をサービスロボットと区分するが、2017 年時点でグロー

バル出荷台数が多いのは産業用ロボットで、中国がグローバルの約３割を占める大市場となっている。今後も同国にお
ける産業用ロボット需要は拡大すると予測されており、この大市場に向けて多くの国、企業が熱い眼差しを送っている。

世
界
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
を

牽
引
す
る
中
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

　

世
界
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
が
転
換

期
を
迎
え
て
い
る
。
特
に
製
造
業
現
場
で

用
い
ら
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
が
こ
こ
に
き
て
急
拡
大
し
て
い
る

の
だ
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
お
い
て
高

い
競
争
力
を
有
す
る
日
本
が
、
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
の
4
強
（
K
U
K
A
〔
ド
イ
ツ
〕、

A
B
B
〔
ス
イ
ス
〕、
フ
ァ
ナ
ッ
ク
、
安
川

電
機
）
の
う
ち
2
社
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ

と
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
同
2
社
以
外

に
も
川
崎
重
工
業
や
ユ
ー
シ
ン
精
機
、
セ
イ

コ
ー
エ
プ
ソ
ン
な
ど
も
躍
進
し
て
い
る
。
日

本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
に
よ
れ
ば
、
2
0
1
8

考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
を
紹
介
し
つ

つ
、
こ
の
急
拡
大
す
る
市
場
に
お
い
て
日
中

両
国
の
企
業
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
可

能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

中
国
に
お
け
る
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

市
場
、産
業
の
拡
大
背
景

　

本
誌
17
年
５
月
号
に
て
筆
者
は
、「
中

国
に
お
け
る
『
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
』
産
業

拡
大
の
発
端
は
、
や
は
り
『
中
国
製
造

2
0
2
5
』
の
存
在
」
と
指
摘
し
た
。
広

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
中
国
製
造

2
0
2
5
」
は
中
国
が
「
製
造
強
国
」
と

な
る
た
め
の
基
本
方
針
を
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
は
重
点
領
域
の

図 1　2010 ～ 20 年産業用ロボット出荷台数推移

（注）2017 年以後は推定値。
（出所）IFR, World Robotics Industrial Robots 2016、2017より作成
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日中経済産業白書 2017/2018（II）
—新次元の産業協力を念頭に—

業
情
報
化
部
が
「
知
能
製
造
設
備
製
造
業

12
・
5
発
展
計
画
」
を
公
表
、
翌
年
12
月

に
も
同
部
が
「
工
業
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
発
展
の

推
進
に
関
す
る
指
導
意
見
」
を
提
示
し
て

い
る
（
筆
者
の
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ

れ
は
お
そ
ら
く
、
ド
イ
ツ
のIndustrie4.0

（
以
下
、I4.0

）
を
き
っ
か
け
と
し
た
も
の

だ
ろ
う
。I4.0

が
11
年
に
発
表
さ
れ
た
こ

と
を
考
え
る
と
時
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
ま
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ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
関
連
施

策
を
中
国
が
示
し
始
め
た
の
は
、
12
年
4

月
に
科
技
部
が
発
表
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
科
技
発
展
12
・
5
専
門
計
画
」
か

ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
生
産
ラ
イ
ン

の
自
動
化
、
知
能
化
な
ど
が
謳
わ
れ
、
そ

の
基
盤
技
術
と
部
品
の
高
度
化
が
求
め
ら

れ
た
。
そ
し
て
わ
ず
か
ひ
と
月
後
に
は
工

た
、
そ
の
中
身
も
同
じ
方
向
性
を
示
し
て
い

る
か
ら
だ
）。

　

そ
し
て
15
年
5
月
に
は
「
中
国
製
造

2
0
2
5
」
と
い
う
大
き
な
フ
レ
ー
ム
が

発
表
さ
れ
、
同
年
9
月
に
「『
中
国
製
造

2
0
2
5
』
重
点
領
域
技
術
路
線
図
」（
国

家
製
造
強
国
建
設
戦
略
諮
問
委
員
会
、
表

1
）
が
、
そ
し
て
16
年
4
月
に
は
「
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
発
展
計
画
（
2
0
1
6
～

2
0
2
0
）」
が
工
業
情
報
化
部
、
国
家

発
展
改
革
委
員
会
、
財
政
部
の
連
名
で
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
「
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
発
展
計

画
」
で
は
、「
中
国
製
造
2
0
2
5
」
で

示
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
お
け
る
五
大

重
要
任
務
と
五
大
重
要
部
品
品
目
、
そ
し

て
重
大
シ
ン
ボ
ル
製
品
目
標
が
提
示
さ
れ
、

よ
り
具
体
的
に
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
を

拡
大
し
て
い
く
上
で
の
指
標
が
示
さ
れ
た
。

加
え
て
そ
れ
以
降
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に

関
わ
る
重
要
計
画
や
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
16
年
5
月
に

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＋
人
工
知
能
3
年
行

動
実
施
方
案
」
が
示
さ
れ
、
中
国
の
人
工

知
能
産
業
の
発
展
を
視
野
に
入
れ
た
人
工

知
能
3
年
間
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
が
提
示

さ
れ
た
。

新
た
な
技
術
と
融
合
す
る
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト

　

こ
こ
で
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
人
工
知
能
？
と
、
疑
問
を
持
た

れ
る
読
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
今
や
、
人
に
代
替
し
、
単

純
作
業
や
危
険
な
作
業
を
行
う
設
備
で
は

な
く
、
作
業
パ
タ
ー
ン
を
学
習
し
て
生
産

効
率
を
上
げ
る
こ
と
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
他
の
生
産
設
備
な
ど
と

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
つ
な
が
り
、
そ
し
て
、

A
I
技
術
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
加
味
さ
れ
る
こ
と

で
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
持
つ
能
力
は
天
文
学
的
に

広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
注
目
し

た
中
国
は
こ
の
人
工
知
能
を
組
み
込
ん
だ
ロ

ボ
ッ
ト
（
政
策
等
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現

は
「
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
」）
を
、
重
点
領
域

に
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

中
国
は
高
い
技
術
目
標
値
を
ク
リ

ア
で
き
る
の
か

　

こ
の
表
1
に
掲
げ
た
具
体
的
な
目
標
値

だ
が
、
こ
れ
は
か
な
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

数
値
に
も
み
て
と
れ
る
。
例
え
ば
20
年
時
の

「
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
出
荷
台
数
15
万
台
」
と

い
う
予
測
値
と
、「
国
産
ブ
ラ
ン
ド
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
国
内
シ
ェ
ア
50
％
」
と
い
う
目

標
値
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
、
20
年
に
は
国

産
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
7
万
台
強
、
出
荷
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
17
年
の
中
国
国

内
販
売
実
績
は
、
国
内
メ
ー
カ
ー
製
が
約

2
・
7
万
台
（
海
外
製
が
約
6
万
台
）
で

あ
る
。
わ
ず
か
３
年
で
国
産
品
を
3
倍
近

表 1  「中国製造 2025」重点領域技術ロードマップにおける市場予測、産業発展目標

（出所）中国製造強国建設戦略諮問委員会「『中国製造 2025』重点領域技術路線図」
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拡
大
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
中
国
政

府
が
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
注
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
中
国
内
資
メ
ー
カ
ー
の
み
な

ら
ず
日
本
メ
ー
カ
ー
に
も
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
今
後
の
中
国
に
お
け
る
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を
み
る
視
点
と
し
て
、
筆

者
は
下
記
3
点
に
注
目
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
①
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
×
A
I
だ
。

中
国
は
既
に
A
I
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
産

業
に
注
力
し
て
お
り
、
こ
の
分
野
に
お
い
て

は
も
は
や
日
本
よ
り
先
を
進
ん
で
い
る
と
考

え
ら
れ
る
（
中
国
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
ス
マ
ホ
で
の
決
済
な
ど
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
や
A
I
技
術
の
活
用
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
）。そ
し
て
同
産
業
は
、

必
ず
し
も
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
を
向
い
た
も
の
で

は
な
く
、
例
え
ば
自
動
車
×
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
）、自
動
車
×
A
I
（
自

動
運
転
）
な
ど
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
別
の

展
開
が
従
来
の
産
業
の
幅
を
超
え
て
新
た

な
製
品
の
上
市
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
が
、
こ

の
展
開
で
興
味
深
い
の
が
異
分
野
か
ら
の

参
入
で
あ
る
。
例
え
ば
通
信
設
備
大
手
の

華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
は
、
統
合

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
（
E
R
P
）
大
手
の

S
A
P
（
独
）
な
ど
と
連
携
し
、
製
造
業

へ
の
参
入
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
流
れ

で
再
び
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
美
的
集
団

に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
大
手
K
U
K
A
の
買
収

だ
。
家
電
製
品
の
生
産
、
販
売
を
メ
イ
ン

と
す
る
美
的
集
団
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
へ
の

参
入
を
果
た
す
た
め
に
他
企
業
を
買
収
し
、

異
分
野
へ
の
参
入
を
実
質
上
、
可
能
に
し

た
。
美
的
集
団
は
そ
れ
に
よ
り
、
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
う
え
、

K
U
K
A
が
有
す
る
広
い
顧
客
層
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
要
は
、
他
企

業
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
り
、
自
社
事
業

を
拡
大
、
も
し
く
は
技
術
を
深
化
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
文

脈
に
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
×
A
I

関
連
企
業
の
構
図
を
当
て
は
め
る
と
、
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
参
入
事
例
は
よ
り
多

く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス

分
析
視
点
：
②
産
業
集
積
に
お
け

る
企
業
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
可
能
性

　

次
い
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
②
産
業
集

積
に
お
け
る
企
業
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
可
能
性

だ
。
産
業
集
積
と
は
、
あ
る
産
業
に
携
わ

る
関
連
企
業
が
近
接
す
る
エ
リ
ア
内
で
操

業
し
、
日
常
的
な
取
引
や
対
面
で
の
や
り

取
り
の
中
で
、
新
た
な
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
の
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
メ
リ
ッ

ト
を
見
出
す
捉
え
方
で
あ
る
。
例
え
ば
日

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
同
様
に
、「
中
国
製
造

2
0
2
5
」
の
重
点
分
野
と
し
て
掲
げ
ら

れ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
や
航
空
・
宇
宙
設

備
産
業
な
ど
も
市
場
拡
大
が
予
測
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
産
業
の
拡
大
は
す
な
わ

ち
、
生
産
財
で
も
あ
る
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

市
場
の
拡
大
も
意
味
す
る
。

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス

分
析
視
点
：
①
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

×
A
I

　

そ
し
て
従
来
、
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
の
巨

大
市
場
に
加
え
、
今
後
は
産
業
と
し
て
の

く
伸
ば
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
一
連
の
関
連
施
策
か
ら
は
、
中

国
の
本
気
度
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
上
に
、
そ
も
そ
も
、
自
国
が
巨
大
な
内

需
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
内
資
メ
ー
カ
ー
も
生
産
拡
大
に
余
念
が

な
い
。
自
動
車
産
業
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
中
国
政
府
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
発
展

施
策
の
下
、
国
内
メ
ー
カ
ー
が
そ
の
技
術

力
を
高
め
、
安
価
で
高
性
能
な
製
品
を
量

産
し
て
い
く
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
ま

た
、
ド
イ
ツ
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
、

K
U
K
A
が
中
国
企
業
（
美
的
集
団
）
の

傘
下
に
お
か
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
今
後
は
中
国
企

業
に
よ
る
外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
買

収
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
な
る
と
、
国
産
ロ
ボ
ッ
ト
の

シ
ェ
ア
5
割
超
え
も
ク
リ
ア
で
き

る
目
標
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
中
国
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
市
場
、
産
業
は
今
後
、
こ
れ

ま
で
と
は
異
な
る
フ
ェ
イ
ズ
に
向

か
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
も
ち

ろ
ん
、
I
F
R
が
予
測
す
る

よ
う
に
、
そ
の
市
場
は
他
国
よ

り
も
大
き
く
、
例
え
ば
欧
州
と

い
う
一
つ
の
地
域
単
位
で
も
っ
て

し
て
も
、
中
国
が
そ
れ
を
凌
駕

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
産

前述の展示会にて「中国製造 2025」をアピールしながら展示する風景。メー
カーは Golden Cat（中国）
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本
も
同
様
だ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
を
は
じ

め
各
国
で
そ
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
現
状

で
は
安
全
柵
が
な
く
て
も
工
場
に
設
置
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
狭
い
工
場
で
も
ロ
ボ
ッ
ト

を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

設
置
の
自
由
度
が
高
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
人
と
協
働
作
業
を
行
う
ロ

ボ
ッ
ト
は
、
人
が
近
く
に
い
て
作
業
を
行
う
、

触
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
っ
た
場
面
を
想

定
し
、
事
故
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
な
機
構

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
若
者
を
中
心
に
製
造

業
離
れ
が
目
立
つ
今
日
で
は
、
特
に
こ
の
協

働
ロ
ボ
ッ
ト
は
重
宝
さ
れ
、
今
後
も
そ
の
需

要
は
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
応
じ

る
形
で
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
そ
の
も
の
に
付
与
さ

れ
る
機
構
技
術
な
ど
も
向
上
し
、
こ
の
技

術
を
軸
に
他
分
野
へ
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や

そ
の
技
術
導
入
が
今
後
は
広
が
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
医
療
機
器
産
業
へ
の
参
入
な

ど
、
人
の
そ
ば
で
稼
働
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
特

徴
を
活
か
す
こ
と
に
着
目
し
た
事
例
も
挙
げ

ら
れ
る
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
か
ら
、
他

市
場
に
柔
軟
に
そ
の
販
売
網
を
広
げ
る
こ
と

で
、
新
た
な
商
機
を
見
出
し
た
事
例
だ
。

　

以
上
に
み
た
3
点
の
取
り
組
み
に
は
共

通
点
が
あ
る
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

だ
け
で
は
な
く
、
他
の
メ
ー
カ
ー
、
そ
し
て

他
分
野
に
従
事
す
る
メ
ー
カ
ー
の
存
在
だ
。

A
I
な
ど
の
他
分
野
メ
ー
カ
ー
と
の
取
り

組
み
、
産
業
集
積
内
に
立
地
し
て
い
る
他

メ
ー
カ
ー
の
存
在
、
そ
し
て
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
が
新
分
野
参
入
を
図
る
際
に

は
、
他
メ
ー
カ
ー
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
成

功
の
鍵
と
な
る
。

中
国
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
パ
ー
ナ
ー

と
し
て
の
日
本

　

こ
の
3
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
考
え
る

際
、
重
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
挙
が
る
の

は
や
は
り
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
、
そ

し
て
産
業
大
国
で
あ
る
中
国
、
さ
ら
に
高

度
技
術
を
誇
る
日
本
の
メ
ー
カ
ー
群
だ
ろ

う
。
日
本
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
も

中
国
市
場
へ
の
参
入
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
中
国
側
も
日
本
勢
と
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
国

の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
生
産
規
模
を
目
標
値

に
近
づ
け
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
。
中
国

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
技
術
高
度
化
に
も
、
こ

の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
優
位
に
働
く
。
互
い
に

W
i
n
・
W
i
n
の
関
係
性
が
そ
こ
に
成

り
立
つ
の
だ
。

　

世
界
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
、
産
業
は

今
後
、
中
国
と
い
う
一
大
市
場
に
お
い
て
大

き
く
変
容
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
今
後
を
見
通
す
際
、
ど
の
よ
う
な
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
く
の
か
。
ぜ

ひ
こ
の
3
つ
の
視
点
で
、
読
者
の
皆
さ
ま
に

も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

本
国
内
で
は
、
中
京
地
域
や
北
部
九
州
の

自
動
車
産
業
集
積
な
ど
、完
成
車
メ
ー
カ
ー

を
頂
点
に
、取
引
部
品
メ
ー
カ
ー
が「
集
積
」

す
る
様
相
が
知
ら
れ
て
い
る
。
中
国
で
も
広

州
や
上
海
な
ど
が
自
動
車
産
業
集
積
地
と

し
て
名
高
く
、
他
産
業

－

例
え
ば
昨
今
で

は
A
I
やFintech

な
ど
の
情
報
通
信
関

連
分
野
で
は
、
深
圳
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

集
積
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
で
は
ど
う
だ
ろ
う

か
？　

筆
者
が
知
り
う
る
限
り
で
は
、
集

積
と
い
う
単
位
で
同
産
業
を
視
た
レ
ポ
ー

ト
は
無
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
中
で
18
年

3
月
、
サ
ー
チ
ナ
中
国
株
ニ
ュ
ー
ス
が
発
表

し
た
報
道
に
は
度
肝
を
抜
か
れ
た
。

　

同
報
道
に
よ
れ
ば
、
広
東
省
仏
山
市

順
徳
区
に
お
い
て
「
広
東
省
智
能
製
造

創
新
示
範
園
」
と
呼
ば
れ
る
生
産
基
地

の
工
事
が
着
工
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
約

6
6
7
h
a
に
及
ぶ
総
面
積
は
、
東
京

ド
ー
ム
1
4
0
個
分
に
も
な
る
。
順
徳
区

は
K
U
K
A
を
買
収
し
た
美
的
集
団
が

本
拠
を
構
え
る
地
域
で
、
こ
こ
に
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
生
産
基
地
が
整
備
さ
れ
る
予
定
と
い

う
。
完
工
す
る
24
年
に
は
年
産
能
力
7
・

5
万
台
に
も
拡
大
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

単
純
に
17
年
の
国
内
販
売
台
数
と
比
較
す

る
と
ほ
ぼ
同
数
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
同
エ

リ
ア
内
で
生
産
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
産
業
集
積
と
い
わ
れ
る
所
以
と
な
る
取

引
先
に
は
、
K
U
K
A
の
重
要
部
品
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
25
～
40
社
が
誘
致
さ
れ
、
20
年

に
は
川
上
か
ら
川
下
ま
で
1
0
0
社
以
上

が
進
出
、
25
年
に
は
5
0
0
社
以
上
が
進

出
す
る
見
込
み
と
も
い
う
。
加
え
て
世
界

4
強
の
う
ち
、
フ
ァ
ナ
ッ
ク
や
安
川
電
機
な

ど
日
本
勢
も
進
出
す
る
こ
と
か
ら
、
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
集
積
地
と
し
て
は
世
界
ト
ッ
プ

の
地
域
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
エ
リ
ア
で
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
が

開
花
す
る
か
。
こ
こ
に
集
う
企
業
は
、
従

来
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
、
同
部
品

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、SIer

（
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
者
）
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
従

来
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
上
に
あ
る
企
業
が
主
と
な
る
だ
ろ
う
が
、

加
え
て
①
に
指
摘
し
た
よ
う
な
情
報
通
信

系
企
業
な
ど
も
今
後
は
重
要
な
戦
力
と
な

る
た
め
、
同
地
へ
の
立
地
を
き
っ
か
け
に
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
な
り
得
る
可
能
性
も
あ
る
。

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス

分
析
視
点
：
③
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
他
業
種
展
開

　

最
後
に
、
③
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
他
業
種
へ
の
展
開
で
あ
る
。
昨
今
、

注
目
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
人
と
「
協
働
」
作

業
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

ロ
ボ
ッ
ト
は
安
全
柵
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
は
ロ
ボ
ッ
ト
先
進
国
の
日
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中国の物流とIoT
−日中アライアンスの視点を交えて

2
．政
府
主
導
の
産
業
高
度
化
策

に
I
o
T
の
導
入

　

政
府
は
物
流
産
業
の
高
度
化
の
推
進

に
積
極
的
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
が
提
示
し
た

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
注
１

概
念
に
因

み
、
2
0
1
5
年
3
月
に
李
克
強
首
相

が
「
政
府
工
作
報
告
」
に
て
「
中
国
製
造

2
0
2
5
」
を
打
ち
出
し
た
。
当
初
は
製

造
業
を
中
心
と
し
た
概
念
提
起
だ
が
、
そ

の
後
徐
々
に
他
の
産
業
に
対
し
て
も
広
が

り
を
見
せ
た
。

　

物
流
産
業
に
お
い
て
、
I
o
T
と
融

合
す
る
「
智
慧
物
流
」（Intelligence 

Logistics

）
が
提
唱
さ
れ
、
15
年
7
月
に

商
務
部
が
出
し
た
「
智
慧
物
流
に
よ
る
配

送
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
関
す
る
実
施
意
見
」

を
皮
切
り
に
、
物
流
と
I
o
T
と
の
融
合

が
唱
え
ら
れ
た
。

　

16
年
7
月
に
李
克
強
首
相
が
国
務
院

常
務
会
議
に
お
い
て
、
今
後
政
府
が
進

め
る
新
た
な
流
通
革
命
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
智
慧
物
流
シ
ス
テ
ム
の
整
備
お
よ
び

I
o
T
と
の
融
合
に
言
及
し
注
２
、
同
時
に

国
家
発
展
改
革
委
員
会
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
＋
高
効
率
物
流
実
施
意
見
」
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
公
表
し
た
注
３
。

　

主
な
内
容
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ベ
ー

ス
に
、
各
輸
送
モ
ー
ド
、
倉
庫
施
設
や
機

材
の
有
効
利
用
を
よ
り
大
き
な
プ
ラ
ッ
ト

町田一兵　明治大学 商学部 准教授

中国の物流市場は、拡大と共に産業全体の高度化が徐々に進められている。政府は IoT を産業高度化を進める際
のキーワードとして考え、各種政策を打ち出しながら、物流企業の IoT 導入を促している。企業側でも近年 IoT

関連技術を活用する動きが活発化しており、一定の効果が認められた。今後さらなる IoT 化を図る際、異なる業界を
跨ぐ共通基準の設置や IC チップの国産化が不可欠となる。

1
．拡
大
す
る
中
国
物
流
市
場
に

求
め
ら
れ
る
産
業
レ
ベ
ル
の
高
度

化
　

中
国
の
物
流
市
場
は
引
き
続
き
拡
大
を

見
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
長
期
に
わ
た
り
、

国
家
主
導
に
よ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

行
っ
た
結
果
、
国
土
を
貫
通
す
る
交
通
幹

線
が
ほ
ぼ
整
備
完
了
し
、
全
国
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
骨
格
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を

背
景
に
、
国
内
の
経
済
成
長
が
1
桁
に
と

ど
ま
っ
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
送
の
回
復
や

ネ
ッ
ト
購
買
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
の

普
及
に
よ
る
小
口
貨
物
の
増
加
な
ど
を
踏

ま
え
、
か
つ
て
の
勢
い
に
こ
そ
及
ば
な
い
も

の
の
、
な
お
力
強
く
量
的
成
長
を
見
せ
て

い
る
（
図
１
）。

　

し
か
し
、
量
的
成
長
が
続
く
一
方
、
物

流
企
業
間
の
競
争
の
激
し
さ
が
増
し
て
い

る
。
急
拡
大
す
る
小
口
宅
配
貨
物
市
場

の
よ
う
に
、
取
扱
件
数
の
急
増
と
は
裏
腹

に
、
一
件
あ
た
り
の
単
価
は
減
り
続
け
て
い

る
（
表
１
）。

　

市
場
競
争
の
激
し
さ
が
増
す
中
、
コ
ス

ト
削
減
や
自
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
張
、

サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値
化
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
非
価
格
的
競
争
を
図
ろ
う
と
す
る
動

き
は
物
流
業
界
で
も
強
ま
り
、
物
流
産
業

の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
た
。

フ
ォ
ー
ム
に
て
統
合
し
最
適
化
を
図
る
こ
と

で
あ
る
。
具
体
的
な
項
目
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
注
４
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＋
車
両
と
貨
物
の
マ
ッ

チ
ン
グ

　

ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
整
備
し
、
車
両
と
貨
物
の
効

率
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
。
そ
れ
に
合
わ

せ
、
事
業
者
の
信
用
度
の
評
価
、
決
済
、

図 1　中国における貨物輸送量の推移

（注）数値は中国国内のみを集計した。
（出所）暦年中国統計年鑑
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送
セ
ン
タ
ー
、
配
送
車
両
お
よ
び
人
員
の

最
適
配
分
の
実
現
を
図
る
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＋
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
協

調
　

一
貫
複
合
輸
送
を
推
進
し
、
そ
れ
に
関

連
す
る
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
、

異
な
る
輸
送
モ
ー
ド
の
ア
ク
セ
ス
の
簡
素

化
、
一
貫
複
合
輸
送
中
の
情
報
共
有
、
マ

ル
チ
モ
ー
ダ
ル
輸
送
を
行
う
事
業
者
の
育

成
、
シ
ン
グ
ル
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
よ
る
一
貫

複
合
輸
送
の
実
現
、
電
子
書
類
の
応
用
、

税
関
の
監
視
管
理
モ
デ
ル
の
模
索
な
ど
を

図
る
。

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＋
貯
蔵
お
よ
び
取
引

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
I
o
T
を
通

じ
て
、
全
国
的
ま
た
は
広
域
的
な
倉
庫
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
ネ
ッ
ト
上
の
取
引
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
置
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

倉
庫
の
空
き
状
況
の
把
握
や
予
約
、
既
存

倉
庫
施
設
の
利
用
の
最
適
化
、
倉
庫
の
利

用
効
率
の
向
上
、
企
業
の
使
用
コ
ス
ト
の

低
減
、
全
国
物
流
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
、
書
類
の
登
録
、

開
示
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
る
。

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＋
物
流
企
業
の
ア
ラ
イ

ア
ン
ス

　

資
源
の
有
効
利
用
お
よ
び
情
報
の
共
有

を
実
現
す
る
た
め
、
物
流
企
業
の
相
互
間

連
携
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
分
散
的

17 JC ECONOMIC JOURNAL 2018.7

融
資
保
険
、
貨

物
の
輸
送
過
程

に
お
け
る
ト
レ
ー

ス
な
ど
の
高
付

加
価
値
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
図
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
可
視

化
を
前
提
に
道

路
貨
物
輸
送
の

業
務
発
生
地
の

集
約
、
効
率
化

お
よ
び
標
準
化

を
図
る
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
＋
輸
送
力
の

最
適
化

　

企
業
が
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
お
よ
び
ク

ラ
ウ
ド
技
術
を

活
用
し
、
貨
物

輸
送
量
の
増
加
に

伴
い
、
貨
物
の
自

動
仕
分
け
、
売

れ
筋
商
品
の
確

保
、
物
流
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す

る
各
企
業
間
の

協
力
レ
ベ
ル
の
強

化
、
輸
送
ル
ー
ト

の
短
縮
化
、
配

だ
っ
た
輸
送
、
倉
庫
保
管
、
配
達
な
ど
各

物
流
業
務
の
整
合
、
契
約
・
車
両
調
達
・

輸
送
費
用
の
決
済
の
簡
素
化
お
よ
び
標
準

化
を
含
め
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進
に
よ
る

中
小
企
業
を
中
心
と
す
る
事
業
者
の
継
続

発
展
を
図
る
。

⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＋
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

物
流
会
社
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
川
上
か
ら
川
下

表 1  小口宅配貨物取扱量および平均単価
2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年

取扱件数の前年比
増加率（％） 25.9 22.8 25.9 57.0 54.8 61.6 52.0 48.0 51.4 28.1

平均単価（元 / 件） 27.0 25.8 24.6 20.6 18.6 15.7 14.7 13.4 12.7 12.4 

成都にある伝化トラックターミナルのメイン建物（筆者撮影）

（出所）暦年中国郵政統計公報
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と
な
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
敷
地
の
一
部
に
物

流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
荷
主
か
ら
持
ち

込
ん
だ
貨
物
を
自
社
で
選
ん
だ
物
流
事
業

者
に
混
載
し
て
輸
送
業
務
を
依
頼
す
る
。

　

上
記
業
務
の
当
初
の
展
開
基
盤
は
、
該

社
が
不
特
定
多
数
の
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の

管
理
・
活
用
を
行
う
た
め
の
情
報
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
そ
の
後
、
伝
化
物

流
グ
ル
ー
プ
が
絶
え
ず
新
た
な
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
整
備
し
、
こ
れ
ま
で
浙
江
、
四
川
、

山
東
、
江
蘇
、
福
建
、
重
慶
、
天
津
、
黒

龍
江
、
吉
林
、
遼
寧
、
安
徽
、
河
南
、
湖
南
、

河
北
、
貴
州
、
雲
南
、
内
モ
ン
ゴ
ル
な
ど

30
省
市
の
約
1
5
0
都
市
に
ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
置
し
、
運
営
管
理
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
中
国
国

内
で
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
会
員
約
4
0
0
万

人
、
荷
主
百
万
社
前
後
、
物
流
ブ
ロ
ー
カ
ー

16
・
2
万
社
を
中
心
に
道
路
輸
送
委
託
業

務
を
展
開
し
て
い
る
注
５
。

　

自
社
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
運
営
し
、

自
社
が
フ
ォ
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
業
務
に
も
一
部

携
わ
る
な
ど
、
真
の
意
味
で
の
I
o
T
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
は
若
干
異
な
る
も
の

の
、
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
以
来
、
貨
物
と
輸

送
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で

荷
主
の
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
や
会
員
と
な

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
収
、
空
車
走

行
の
減
少
お
よ
び
環
境
の
改
善
な
ど
と
い
っ

た
効
果
が
認
め
ら
れ
、
現
在
政
府
は
、
伝

化
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
積
極
的

に
全
国
ま
で
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
２
）
I
T
企
業
発
の
物
流
I
o
T

　

伝
化
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
自
社
の
情
報

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
業
務
展
開
で
あ
る
の
に
対

し
、「
菜
鳥
」
は
複
数
の
事
業
者
の
共
同

出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
事
業
者
で
あ
る
。

「
菜
鳥
」
の
正
式
名
称
は
「
菜
鳥
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
科
技
有
限
公
司
」
で
あ
り
、
13
年

5
月
に
中
国
の
I
T
巨
人
で
あ
る
ア
リ
バ

バ
を
筆
頭
に
、
投
資
企
業
の
银
泰
グ
ル
ー

プ
、
保
険
企
業
の
復
星
グ
ル
ー
プ
、
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
を
主
と
す
る
富
春
グ

ル
ー
プ
、
中
国
国
内
最
大
手
宅
配
事
業
者

の
順
豊
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
中
堅
の
宅
配
事

業
4
社
（
申
通
、
圓
通
、
中
通
、
韵
達
）

の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
ち
な

み
に
「
菜
鳥
」
と
は
中
国
語
の
意
味
で
「
素

人
」
と
い
い
、
名
付
け
た
ア
リ
バ
バ
の
総
裁

で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク・マ
ー
は
物
流
業
界
で
「
全

く
の
素
人
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
る
。

　

企
業
名
こ
そ
「
謙
虚
」
だ
っ
た
も
の
の
、

「
菜
鳥
」
が
目
指
す
目
標
は
極
め
て
野
心

的
で
あ
る
。
そ
れ
は
5
年
な
い
し
8
年
の

間
に
開
放
型
物
流
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
整
備
し
、
こ
れ
で
全
国
各
地
に
分
散

し
て
い
る
倉
庫
事
業
者
や
輸
送
事
業
者
を

束
ね
、
当
該
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
経
由
し

て
物
流
業
務
の
最
適
化
を
図
る
と
と
も
に
、

最
終
的
に
全
国
い
ず
れ
の
地
域
か
ら
も
24

行
わ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
休
憩
休
息

施
設
の
提
供
、
燃
料
の
補
給
、
車
両
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
お
よ
び
食
事
の
提
供
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
以
外
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

利
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
と
荷
主
の
貨

物
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

仕
組
み
を
作
り
上
げ
た
。

　

そ
の
仕
組
み
と
は
、
自
社
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
利
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の

身
分
登
録
を
行
い
、
会
員
に
な
る
こ
と
を

前
提
に
個
人
情
報
の
開
示
を
求
め
る
。
同

時
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
中
央
に
大
き
な
物
流
情

報
取
引
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
荷
主
か
ら

貨
物
の
輸
送
委
託
情
報
を
同
取
引
セ
ン

タ
ー
で
登
録
さ
れ
た
物
流
事
業
者
に
公
開

し
、
貨
物
と
輸
送
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
。
ま
た
、
同
建
物
に
大

口
荷
主
の
代
理
委
託
業
務
を
行
う
多
数
の

貨
物
ブ
ロ
ー
カ
ー
も
駐
在
さ
せ
、
定
期
的

に
発
生
す
る
大
口
貨
物
の
輸
送
委
託
業
務

を
物
流
事
業
者
と
の
間
で
商
談
す
る
場
所

を
提
供
す
る
。

　

な
お
、
商
談
が
成
立
し
た
際
、
伝
化
の

情
報
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
、
一
部
の
事
業
成

立
手
数
料
を
徴
収
す
る
。
ま
た
、
業
務
が

終
了
し
た
後
、
荷
主
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
よ

る
物
流
事
業
者
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
評
価

も
行
い
、
事
業
者
の
ラ
ン
ク
付
け
も
行
う

こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
狙
う
。

　

そ
の
他
、
伝
化
は
自
ら
も
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

ま
で
拡
張
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
物
流

と
製
造
、
商
取
引
、
金
融
お
よ
び
他
の
産

業
と
の
双
方
向
的
統
合
と
協
調
開
発
を
促

進
す
る
よ
う
に
奨
励
す
る
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
政
府
は
物
流
産
業
の

輸
送
・
保
管
な
ど
、
各
機
能
の
効
率
の
向

上
を
始
め
、
物
流
産
業
と
関
連
す
る
他
の

産
業
と
の
連
携
の
強
化
や
融
資
、
決
済
な

ど
関
連
す
る
取
引
ま
で
、
I
o
T
の
活
用

を
含
む
物
流
産
業
の
高
度
化
に
強
い
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

3
．徐
々
に
浸
透
す
る
I
o
T

　

こ
う
し
た
政
府
の
方
針
も
あ
り
、
今
後

中
国
で
は
物
流
分
野
に
お
け
る
I
o
T
の

導
入
が
一
層
盛
ん
に
な
る
。
下
記
の
事
例
は

従
来
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
実
施
さ
れ
た
事

例
だ
が
、
既
に
一
定
の
運
営
期
間
お
よ
び

運
営
実
績
を
持
ち
、
物
流
産
業
に
お
け
る

I
o
T
を
取
り
込
ん
だ
先
進
事
例
で
あ
る
。

（
１
）
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
発
の
I
o
T

　

伝
化
物
流
グ
ル
ー
プ
有
限
公
司
は
、
民

間
物
流
企
業
に
お
い
て
、
最
も
早
い
段
階

で
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
・
運
営
ビ

ジ
ネ
ス
と
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
融

合
に
着
目
し
た
事
業
者
で
あ
る
。

　

03
年
に
杭
州
で
初
の
自
社
ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
運
営
を
開
始
し
た
際
、
こ

れ
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
一
般
的
に
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積
み
、
さ
ら
な
る
競
争
に
備
え
る
段
階
に

あ
る
と
み
る
。

　

さ
ら
に
、
上
記
の
物
流
分
野
を
含
む
各

産
業
の
I
o
T
の
実
現
に
は
、
高
性
能

I
C
チ
ッ
プ
の
国
産
化
お
よ
び
量
産
化
が

重
要
な
条
件
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
、
既

に
I
T
大
国
と
呼
ば
れ
て
い
る
中
国
は
、

決
し
て
I
T
強
国
で
は
な
い
厳
し
い
現
実

が
あ
る
。
現
段
階
の
中
国
産
I
C
チ
ッ

プ
は
、
性
能
面
に
お
い
て
も
生
産
量
で
も
、

国
内
の
需
要
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
注
８
。
そ
れ
に
対
し
、中
国
の
I
C
チ
ッ

プ
の
最
大
輸
入
先
で
あ
る
米
国
は
、
中
国

の
経
済
力
の
強
化
お
よ
び
武
器
装
備
の
向

上
に
明
ら
か
に
危
惧
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
I
C
チ
ッ
プ
を
含
め
、
高
性
能
電

子
部
品
の
中
国
へ
の
輸
出
は
慎
重
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
中
興
通
訊
（
Z
T
E
）
に
対
す

る
米
国
商
務
省
か
ら
の
今
回
の
7
年
間
の

輸
出
規
制
は
そ
の
一
例
と
み
て
と
れ
る
。
高

性
能
I
C
チ
ッ
プ
の
国
産
化
を
果
た
し
得

て
い
な
い
こ
と
は
、
物
流
を
含
む
各
産
業
の

I
o
T
の
実
現
に
大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
る
。

　

と
は
い
え
、
I
o
T
が
国
家
政
策
の
一

環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
物
流

産
業
の
I
o
T
化
も
、
今
後
数
年
間
に
さ

ら
な
る
進
化
を
見
せ
る
と
予
想
す
る
。
物

流
産
業
界
の
M
&
A
と
共
に
情
報
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
標
準
化
が
確
立
す
れ
ば
、

製
造
業
と
共
に
物
流
産
業
の
高
度
化
も

I
o
T
に
よ
っ
て
新
た
な
局
面
に
入
る
で
あ

ろ
う
。

注
１
：
２
０
１
１
年
に
ド
イ
ツ
が
提
示
し
た
高

効
率
・
ロ
ー
コ
ス
ト
を
実
現
す
る
製
造
の
第
四
次

産
業
革
命
の
概
念
で
あ
る

注
２
：http://w

w
w

.gov.cn/xinw
en/

2016-04/08/content_5062517.htm

、

２
０
１
８
年
4
月
28
日
取
得

注
３
：http://w

w
w

.ndrc.gov.cn/

gzdt/201607/t20160729_813595.

htm
l

、
２
０
１
８
年
4
月
28
日
取
得

注
４
：
国
家
発
展
改
革
委
員
会「『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
＋
』
高
効
率
物
流
実
施
意
見
」
第
二
章
第
六

項注
５
：http://w

w
w

.etransfar.com
/

index.php/business/logistics

、
２
０
１
８

年
4
月
28
日
取
得

注
６
：
２
０
１
７
年
7
月
の
２
０
１
７
ネ
ッ
ト

販
売
商
業
年
会
で
の
ア
リ
バ
バ
総
裁
ジ
ャ
ッ
ク
・

マ
ー
の
発
言

注
７
：http://tech.sina.com

.cn/i/2017-

10-19/doc-ifym
zqpq2451202.shtm

l

、

２
０
１
８
年
4
月
30
日
取
得

注
８
：
中
国
の
I
C
チ
ッ
プ
の
大
半
は
、
輸
入

と
り
わ
け
米
国
か
ら
に
依
存
し
て
い
る
。
I
C

チ
ッ
プ
の
輸
入
額
は
石
油
の
輸
入
額
以
上
と
い

う
。
国
産
I
C
チ
ッ
プ
の
供
給
量
は
全
体
の

8
％
に
過
ぎ
な
い
。
2
0
1
8
年
4
月
28
日
の

華
夏
時
報
に
よ
る

時
間
配
達
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
注
６
。

　

既
に
当
該
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
優
位
性

が
現
れ
て
き
た
。
17
年
の
「
双
11
」
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、「
菜
鳥
」
が

運
営
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

全
国
に
分
布
す
る
3
0
0
0
万
平
方
メ
ー

ト
ル
の
倉
庫
・
物
流
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
配

送
セ
ン
タ
ー
、
物
流
事
業
者
3
0
0
万

人
、
小
口
宅
配
ハ
ブ
拠
点
18
・
8
万
カ
所
、

末
端
配
達
拠
点
3
万
弱
カ
所
、
宅
配
セ
ル

フ
ボ
ッ
ク
ス
20
万
個
、
小
口
貨
物
受
付
代

理
10
万
カ
所
を
統
合
的
に
動
か
し
、
効
率

的
な
配
達
を
実
現
し
た
。
今
後
、
海
外
向

け
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
も
当
該
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
威
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
注
７
。

4
．日
中
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
進
展
お

よ
び
残
さ
れ
た
課
題
等

　

少
子
高
齢
化
と
な
っ
た
日
本
は
物
流
産

業
の
労
働
力
不
足
が
長
期
化
し
つ
つ
あ
る
。

特
に
近
年
、
ネ
ッ
ト
通
販
の
普
及
に
よ
り
、

小
口
貨
物
の
取
扱
量
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
で
物
流
産
業
の
労
働
力
不
足
が
さ
ら
に

深
刻
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
近
年
の

日
本
で
は
、
自
動
倉
庫
や
電
子
機
器
に
よ

る
倉
庫
内
作
業
の
省
力
化
や
無
人
化
な
ど

が
図
ら
れ
て
い
る
。
中
国
も
今
後
、
急
速

な
高
齢
化
に
加
え
、
厳
し
い
物
流
現
場
で

の
労
働
者
が
集
ま
ら
な
く
な
る
と
、
こ
の

よ
う
な
機
器
導
入
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
そ

の
場
合
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
自
動
倉
庫
や

自
動
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
含
む
物
流
機

器
や
設
備
の
設
置
お
よ
び
運
営
に
お
け
る

長
年
の
経
験
が
日
中
間
物
流
ビ
ジ
ネ
ス
の

展
開
お
よ
び
交
流
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
I
o
T
の
導
入
お
よ
び
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
設
置
に
お
い
て
、
シ
ス
テ
ム
の

主
導
権
争
い
は
大
き
な
課
題
と
な
る
。「
菜

鳥
」
は
別
に
し
て
、
中
国
の
I
o
T
関

連
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
と
運
営
は

ま
だ
各
企
業
レ
ベ
ル
で
行
っ
て
お
り
、
業

界
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
共
同
開
発
や
運
営
は
ま
だ
少

な
い
。
今
後
の
基
準
の
導
入
や
業
界
で
の

急
速
な
普
及
に
は
、
実
力
を
持
つ
複
数
の

事
業
者
と
国
と
の
共
同
作
業
が
想
定
さ
れ

る
。
し
か
し
、
現
在
の
物
流
市
場
の
大
き

な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
、
従
来
の
国
有

系
大
手
物
流
事
業
者
に
加
え
、
順
豊
な
ど

の
よ
う
な
新
興
民
間
大
手
物
流
企
業
、
さ

ら
に
I
T
の
巨
人
ア
リ
バ
バ
や
京
東
、
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
事
業
者
な
ど
、
異
業
種

か
ら
の
参
入
者
も
続
々
と
現
れ
る
。
各
産

業
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
整
備
と
い
う

名
の
も
と
で
、
そ
の
主
導
権
争
い
は
、
今

後
各
社
の
利
益
を
大
き
く
左
右
す
る
た

め
、
当
面
、
短
期
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
者
が
自
社
の
得
意
分
野
で
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
整
備
お
よ
び
運
営
の
実
績
を
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中国におけるコンテンツ産業の動向

み
て
も
11
年
に
中
国
が
日
本
を
上
回
っ
て

以
降
、
差
は
大
き
く
な
る
一
方
で
、
17
年

に
は
中
国
5
5
9
億
1
1
0
0
万
元

（
9
3
0
0
億
円
）、
日
本
2
2
8
6
億

円
と
約
4
倍
強
の
開
き
に
達
し
て
い
る
注
１
。

　

規
模
の
大
き
さ
が
世
界
市
場
に
お
け
る

中
国
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
高
め
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
む
し
ろ

注
目
す
べ
き
は
中
国
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
に
訪

れ
て
い
る
構
造
的
変
化
で
あ
る
。
最
近
の
動

向
に
つ
い
て
市
場
（
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン

ツ
）、
国
家
（
党
・
政
府
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
の

視
点
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

メ
デ
ィ
ア
環
境
変
化
に
伴
う　
　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
進
化

　

中
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
は

7
億
７
２
０
０
万
人
（
17
年
末
時
点
）
に

達
し
て
い
る
注
２
。
な
か
で
も
モ
バ
イ
ル
に
よ

る
ネ
ッ
ト
接
続
の
伸
び

が
著
し
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
97
・

5
％
を
占
め
る
ま
で
に

至
っ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
端
末
に
よ
り
個

人
レ
ベ
ル
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
普
及
が
爆

発
的
に
進
ん
で
い
る
の
だ

注
３
。
そ
し
て
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
の
浸
透

青﨑智行　白鷗大学 経営学部 教授

「第13 次五カ年計画（十三・五）」において、文化産業は支柱産業として位置づけられるとともに中華文化の影
響力拡大が主要目標に掲げられている。文化産業の牽引エンジンというべきコンテンツ産業はこれまでも堅

調な伸びを享受してきたが、インターネットの浸透したメディア環境、コンテンツビジネスのアップグレード、国家戦
略における明確なポジショニングなどにより、中国コンテンツ産業にこれまでみられなかった構造変化が訪れている。
そしてその動向は、諸外国コンテンツ産業にとっても決して無関係ではない。

中
国
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の　

躍
動

　

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
分
野
で
中
国
に
関

連
す
る
名
称
や
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
増

え
た
と
感
じ
て
い
る
読
者
は
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
。ア
リ
バ
バ
が『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
：
イ
ン
ポ
ッ

シ
ブ
ル
/
ロ
ー
グ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
』
へ
の
出

資
に
続
け
て
、
F
I
F
A
ク
ラ
ブ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
・
メ
イ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た

2
0
1
5
年
は
、
中
国
企
業
に
よ
る
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
国
際
展
開
を

鮮
烈
に
印
象
づ
け
た
と
い
え
る
。
近
ご
ろ
流

行
し
て
い
る
ゲ
ー
ム
『
荒
野
行
動
』
は
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
手
掛

け
る
中
国
の
網
易
（
ネ
ッ
ト
イ
ー
ス
）
に
よ

る
も
の
だ
し
、
東
京
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
で
は
騰

訊
動
漫
系
列
の
作
品
が
ご
く
自
然
に
オ
ン
エ

ア
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
急
激
に
成
長
し

続
け
る
中
国
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
勢
い
が
海

外
に
届
き
始
め
て
い
る
証
左
で
あ
る
。

　

そ
の
規
模
感
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た

め
に
関
連
デ
ー
タ
を
瞥
見
し
て
お
こ

う
。
16
年
マ
ス
４
媒
体
広
告
費
は
、
中

国
6
8
0
2
億
4
8
0
0
万
元
（
11
・

１
兆
円
）
に
対
し
、
日
本
2
・
9
兆
円
、

デ
ジ
タ
ル
広
告
費
は
、
中
国
2
8
0
8
億

元
（
4
・
６
兆 

円
）
に
対
し
、
日
本

1
・
３
兆
円
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
約
3
・

5
倍
の
差
が
あ
る
。
映
画
市
場
規
模
を

に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
変
化
を
背
景
と
し
て

急
成
長
し
て
き
た
の
が
百
度
（Baidu

）、

ア
リ
バ
バ
（Alibaba

）、
騰
訊
（
テ
ン
セ
ン

ト
、Tencent

）い
わ
ゆ
る
B
A
T
で
あ
る
。

各
社
と
も
動
画
配
信
サ
イ
ト
（
O
T
T
）、

S
N
S
、FinTech

、
E
C
な
ど
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
情
報
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に

至
る
ま
で
多
角
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
伝
統
的
メ
デ
ィ
ア
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
が
シ
ー

ム
レ
ス
に
飛
び
交
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

ス
マ
ホ
な
ど
各
種
端
末
上
に
誕
生
し
、
生

活
者
の
コ
ン
テ
ン
ツ
利
用
風
景
を
一
変
さ
せ

て
い
る
注
４
。
テ
レ
ビ
を
み
な
が
ら
ス
マ
ホ
の

S
N
S
で
チ
ャ
ッ
ト
を
し
て
い
た
友
人
か
ら

レ
コ
メ
ン
ド
さ
れ
た
米
国
ド
ラ
マ
が
気
に
な

り
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
で
O
T
T
を

呼
び
出
し
す
ぐ
さ
ま
視
聴
、
主
人
公
の
着

図 1　中国コンテンツ産業の見取図

（出所）筆者作成。UGC はユーザー生成コンテンツ。KOL/
　　　 網紅はいわゆるインフルエンサー



日中経済産業白書 2017/2018（II）
—新次元の産業協力を念頭に—

援
政
策
を
担
当
し
て
い
た
当
時
、
中
国
コ

ン
テ
ン
ツ
界
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
政
府
関

係
者
を
対
象
と
す
る
研
修
を
企
画
担
当
し
、

延
べ
数
百
人
に
及
ぶ
専
門
家
と
接
す
る
機

会
を
得
た
。
毎
回
、
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
に
つ
い

て
講
義
を
行
う
と
決
ま
っ
て
「
中
国
は
コ
ン

テ
ン
ツ
業
界
が
個
別
に
分
か
れ
て
い
て
マ
ル

チ
ユ
ー
ス
は
難
し
い
」
と
の
反
応
が
返
っ
て

き
た
。
そ
れ
が
今
や
、
中
国
で
活
躍
す
る

か
つ
て
の
研
修
参
加
者
た
ち
と
会
う
と
「
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
関
係
者
は
I
P
の
展
開

に
保
守
的
す
ぎ
な
い
か
？
」
と
い
っ
た
コ
メ

ン
ト
を
聞
か
さ
れ
る
有
様
だ
。
そ
し
て
、
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て
い
る
洋
服
が
欲
し
く
な
り
E
C
サ
イ
ト

で
ス
マ
ホ
決
済
購
入
…
と
い
っ
た
具
合
に
消

費
者
の
欲
望
に
と
こ
と
ん
付
き
合
っ
て
く
れ

る
「
奉
陪
到
底
」
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

日
々
進
化
し
続
け
て
い
る
（
図
１
）。
日
本

で
も
ス
マ
ホ
を
駆
使
し
て
同
様
の
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
き
る
が
、
消
費
者
へ
の
浸
透
度
や

取
引
金
額
の
規
模
な
ど
が
中
国
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
際
立
た
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
ワ
ン
ソ
ー
ス
マ
ル
チ

ユ
ー
ス
化

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
進
化
に
伴
い
コ
ン

テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
多
様
化
も
急
速
に
進
ん

で
い
る
。
そ
の
動
き
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
が「
I
P（
知
的
財
産
）」「
汎
娯
楽（
ボ
ー

ダ
レ
ス
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）」
で
あ
る
。

ユ
ー
ザ
ー
の
支
持
を
得
ら
れ
そ
う
な
コ
ン

テ
ン
ツ
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
I
P
を
確
保
し

た
ら
あ
と
は
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
ジ
ャ

ン
ル
を
問
わ
ず
と
に
か
く
展
開
し
ま
く
っ
て

マ
ネ
タ
イ
ズ
を
図
る
と
い
う
も
の
だ
。
そ
こ

で
は
テ
レ
ビ
、
映
画
、
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
、

ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
な

い
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
が
実
践
さ
れ
る
（
図
１
上
部
）。

　

こ
れ
は
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る

「
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
」
で
あ
り
、
日
本
の
お
家

芸
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
筆
者
は
か
つ
て
経
済

産
業
省
で
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
国
際
展
開
支

I
P
旋
風
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
大
き
な

要
因
の
ひ
と
つ
が
B
A
T
に
よ
る
コ
ン
グ
ロ

マ
リ
ッ
ト
化
の
進
展
だ
。
各
社
と
も
多
彩
な

コ
ン
テ
ン
ツ
リ
ソ
ー
ス
を
傘
下
に
お
さ
め
な

が
ら
ジ
ャ
ン
ル
間
連
携
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

ビ
ジ
ネ
ス
の
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
展
開
を
推
進
し

て
い
る
（
表
１
）。

文
化
体
制
改
革
と
党・政
府
に
よ

る
管
理

　

メ
デ
ィ
ア
環
境
、
コ
ン
テ
ン
ツ
運
用
と
も

に
多
様
化
・
充
実
化
し
て
い
る
中
国
コ
ン
テ

ン
ツ
市
場
は
、
で
は
「
百
花
斉
放
」
と
い
う

べ
き
状
況
な
の
だ
ろ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
そ
ん

な
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
党
・
政

府
の
許
容
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
」
と
い
う

前
提
条
件
が
つ
き
ま
と
う
。
習
近
平
が
並
々

な
ら
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
文
化
体
制
改
革
で
は
、
世
論

誘
導
・
言
論
統
制
の
た
め
の
ブ
レ
ー
キ
と
、

産
業
振
興
・
経
済
発
展
の
た
め
の
ア
ク
セ

ル
を
、
巧
み
に
操
作
し
な
が
ら
文
化
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
を
注
意
深
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
の
が
実
状
だ
。

　

海
外
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
ジ
ャ
ン
ル
で
流
入
規
制
が
敷
か
れ
て
い
る

し
、
国
内
の
新
聞
、
出
版
、
テ
レ
ビ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
各
メ
デ
ィ
ア
で
流
通
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
・
情
報
に
対
し
て
も
有
形

無
形
の
制
約
が
頻
繁
に
加
え
ら
れ
て
き
た
。

17
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
の
施
行

に
よ
り
ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
言
論
統
制
を

一
層
強
化
し
、
続
く
18
年
の
機
構
改
革
で

は
、
中
央
電
視
台
（
C
C
T
V
）・
中
央

ラ
ジ
オ
局
な
ど
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
放
送
メ
デ
ィ

ア
を
対
外
向
け
に
は
「
ボ
イ
ス
オ
ブ
チ
ャ
イ

ナ
」
と
し
た
上
、
映
画
・
新
聞
・
出
版
分

野
と
と
も
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
機
関
で
あ
る
共

産
党
中
央
宣
伝
部
の
直
轄
と
し
た
。
中
国

の
対
外
放
送
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
国
内
メ

デ
ィ
ア
界
に
対
す
る
情
報
統
制
が
さ
ら
に
強

化
さ
れ
る
と
み
る
向
き
は
多
い
。

　

同
時
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
を
経
済
発
展

の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
の
ア

ク
セ
ル
も
周
到
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。15
年
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
あ
ら
ゆ
る
産
業
と
連
携

さ
せ
な
が
ら
既
存
産
業
の
新
た
な
発
展
促

進
を
目
指
す
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
政

策
」
が
提
起
さ
れ
て
以
降
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
関
連
の
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
が
前
述
し
た
と

お
り
急
速
に
台
頭
し
て
い
る
。16
年
に
は「
中

国
映
画
産
業
促
進
法
」
を
制
定
し
た
ほ
か
、

国
産
映
画
興
収
比
率
の
高
い
映
画
館
へ
の
補

助
金
政
策
を
打
ち
出
す
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ

各
産
業
の
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
に
わ
た
る
政
策

誘
導
に
余
念
が
な
い
注
５
。
文
化
部
が
提
起

す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
20
年
に
お
け
る
成

長
目
標
（
ア
ニ
メ 

2
5
0
0
億
元
、
ゲ
ー

ム
3
0
0
0
億
元
）
は
5
年
で
約
２
倍
の

成
長
を
目
指
し
て
い
る
が
、
あ
な
が
ち
荒

表 1　BAT によるエンタテインメント分野事業展開
百度

(Baidu)
アリババ
(Alibaba)

テンセント
(Tencent)

文学 百度文学 UC 書城 閲文集団

映像 愛奇芸影業
百度影業

阿里影業
博納 / 華誼 / 光線

騰訊影視
華策影視

音楽 百度音楽 蝦米音楽 QQ 音楽
ゲーム 百度愛玩 阿里遊戯 騰訊遊戯

アニメ 百度動漫 ACFUN 騰訊動漫
Bilibili

ライブ配信 愛奇芸秀 優酷来瘋 斗魚
ペンギンライブ

OTT 愛奇芸 優酷土豆 騰訊視頻
映画チケット 百度糯米 猫眼 微影時代

映画館 万達 万達 万達
（出所）各種資料より筆者作成
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よ
い
。
た
だ
、
こ
こ
数
年
は
T
H
A
A
D

配
備
問
題
の
影
響
で
韓
流
を
締
め
出
す「
限

韓
令
」
が
口
頭
ベ
ー
ス
で
行
政
指
導
さ
れ
て

き
た
注
８
。
こ
れ
に
便
乗
し
て
韓
国
の
番
組

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
無
断
流
用
し
た
と
み
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
こ
の
間
増
加
し
た
た
め
、
韓
国

側
は
ま
ず
正
規
ビ
ジ
ネ
ス
化
に
向
け
た
努

力
を
強
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
イ
ン
ド
の
コ
ン
テ
ン

ツ
が
映
画
を
中
心
に
勢
い
を
増
し
て
い

る
。
矢
継
ぎ
早
に
ヒ
ッ
ト
作
を
投
入
し
た

こ
と
が
奏
功
、
し
か
も
レ
ベ
ニ
ュ
ー
シ
ェ

ア
ま
で
勝
ち
取
っ
て
い
る
注
９
。
S
N
S
に

よ
る
映
画
の
宣
伝
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
展
開
し
た
こ
と
も
非
常
に
効
果
的

だ
っ
た
。
中
国
の
生
活
者
に
対
す
る
丹
念

な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が

有
効
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
教
え
て
く

れ
て
い
る
。

日
本
に
と
っ
て
の
連
携
可
能
性

　

こ
う
し
た
諸
外
国
コ
ン
テ
ン
ツ
界
に
よ
る

取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
最
後
に
、
日
本
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
に
と
っ
て
の
連
携
可
能
性
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
両
国
の
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
界
に
は
、
表
現
の
自
由
度
、
業

界
構
造
、
知
財
管
理
、
各
種
規
制
な
ど
相

違
点
が
依
然
と
し
て
多
数
存
在
し
て
い
る
も

の
の
、
中
国
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
市
場
規
模

や
事
業
手
法
を
め
ぐ
る
変
化
は
、
両
国
間

連
携
に
向
け
た
動
機
と
勝
機
を
も
た
ら
し

て
い
る
と
い
え
る
。
本
稿
で
み
た
と
お
り
、

市
場
価
値
の
あ
る
「
I
P
」
を
中
核
に
据

え
た
「
汎
娯
楽
」
展
開
が
主
流
と
な
っ
て
き

た
中
国
の
コ
ン
テ
ン
ツ
業
界
に
と
っ
て
、
日

本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
リ
ソ
ー
ス
と
マ
ル
チ
ユ
ー

ス
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
み
た
い

と
思
わ
せ
る
に
十
分
な
資
産
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
留
意
す
べ
き
点
も
い
く
つ
か
あ

る
。
ま
ず
事
業
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、
中
国
で

加
熱
す
る
I
P
ブ
ー
ム
に
は
バ
ブ
ル
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
側
面
が
あ
る
。
日
本
の

I
P
と
い
え
ど
も
陳
腐
化
・
埋
没
化
の
リ

ス
ク
と
は
隣
り
合
わ
せ
だ
。
こ
の
た
め
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
強
化
を
図
る
な
ど
諸
外
国
コ

ン
テ
ン
ツ
と
の
差
別
化
を
常
に
心
が
け
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
の
活
発

と
資
金
が
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に

N
etflix

な
ど
と
の
連
携
を
通
じ
た
海
外
市

場
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
も
始
ま
る
な
ど
、

中
国
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
に
よ
る
海
外
市
場
へ

の
橋
頭
堡
が
築
か
れ
つ
つ
あ
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
と
表
裏
一
体
な
の
が
巨
大

化
し
た
中
国
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
に
対
す
る
進

出
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
だ
。
米
国
は
、
中
国

と
の
首
脳
会
談
に
5
年
ご
と
の
映
画
協
議

を
盛
り
込
む
こ
と
で
な
か
ば
特
権
的
に
外

国
映
画
割
当
や
レ
ベ
ニ
ュ
ー
シ
ェ
ア
を
享
受

し
て
き
た
。
全
世
界
興
行
収
入
が
中
国
市

場
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
に
と
っ
て
中
国
は
死
活
問
題
だ
。
中
国
を

礼
賛
す
る
脚
本
や
中
国
人
俳
優
の
起
用
に

よ
り
迎
合
す
る
傾
向
を
強
め
る
の
も
無
理

は
な
い
。
中
国
観
客
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
離
れ
も

徐
々
に
進
行
す
る
と
い
わ
れ
る
中
、
習
近

平
お
膝
元
の
中
央
宣
伝
部
に
よ
る
映
画
産

業
の
舵
取
り
の
行
方
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
も
気
を

揉
み
始
め
て
い
る
よ
う
だ
注
７
。

　

中
国
の
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
で
こ
の
20
年
来

認
知
を
高
め
て
き
た
の
は
韓
国
コ
ン
テ
ン
ツ

だ
。
テ
レ
ビ
番
組
の
販
売
・
リ
メ
イ
ク
・

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
稼
働
を
含

む
K-

P
O
P
や
映
画
監
督
の
プ
ロ
モ
ー

ト
、
出
資
参
加
な
ど
実
践
さ
れ
て
き
た
手

法
は
実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
中

国
の
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
で
広
範
な
ジ
ャ
ン
ル

に
わ
た
っ
て
指
定
席
を
確
保
し
た
と
い
っ
て

唐
無
稽
な
目
標
設
定
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
情
報
統
制
と
産

業
政
策
が
常
に
順
風
満
帆
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
。
ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
検
閲
と

ユ
ー
ザ
ー
の
い
た
ち
ご
っ
こ
は
絶
え
る
こ
と

が
な
い
し
、
I
T
企
業
の
成
長
と
は
裏
腹

に
放
送
・
新
聞
・
出
版
な
ど
伝
統
メ
デ
ィ

ア
部
門
で
は
経
営
難
に
陥
る
地
方
の
巨
大

グ
ル
ー
プ
も
少
な
く
な
い
注
６
。
た
だ
、
様
々

な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
も
の
の
、
中
国
コ

ン
テ
ン
ツ
市
場
の
拡
大
規
模
と
変
化
速
度

は
現
状
で
は
ま
だ
そ
れ
ら
を
稀
釈
・
吸
収

で
き
る
水
準
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の
な
か
の　
　

中
国
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

　

変
貌
す
る
中
国
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
は
諸

外
国
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
と
の
関
係
に
も
変

化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。「
走
出
去
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
強
化

に
取
り
組
む
中
国
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

の
海
外
展
開
（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）
を
積

極
的
に
奨
励
・
支
援
し
て
き
た
。
資
源
外

交
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
で
も
ケ

ニ
ア
に
C
C
T
V
を
活
用
し
た
放
送
番

組
連
携
を
展
開
す
る
な
ど
、「
コ
ン
テ
ン
ツ

外
交
」
の
射
程
圏
は
全
世
界
に
広
が
っ
て
い

る
。
近
年
、
目
立
つ
の
は
米
国
ハ
リ
ウ
ッ
ド

へ
の
進
出
だ
。
作
品
出
資
、
映
画
館
チ
ェ
ー

ン
買
収
な
ど
様
々
な
レ
ベ
ル
で
中
国
の
企
業

ヒット続出でプレゼンスを高めるインド映画（筆者撮影）
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対
話
や
全
体
の
枠
組
み
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
中
国
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
と
の
新

次
元
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
形
が
見
え
て
く
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

注
１
：（
出
所
） ［
中
国
］
C
T
R
、電
影
局
、［
日

本
］
情
報
メ
デ
ィ
ア
白
書
、
日
本
映
画
製
作
者

連
盟
。（
日
中
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
統
計
の
詳
細
な

比
較
に
関
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
協
会

に
よ
る
『
日
中
韓
３
カ
国
の
コ
ン
テ
ン
ツ
消
費
市

場
比
較
』
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
17
年
度
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
）

注
２
：
中
国
互
聯
網
信
息
中
心
C
N
N
I
C

「
第
41
次
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
展
状
況
統
計

レ
ポ
ー
ト
」

注
３
：
17
年
末
総
務
省
調
査
で
は
日
本
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
54
・

2
％
と
P
C
の
48
・
7
％
を
初
め
て
上
回
っ
た

注
４
：
コ
ン
テ
ン
ツ
分
野
の
生
活
者
に
よ
る
関

与
は
、
ユ
ー
ザ
ー
、
フ
ァ
ン
、
U
G
C
、
K
O
L

な
ど
多
面
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
易
观
智
库
『 

2
0
1
6
中
国
网
红
经
济
专
题
研
究
报
告
』）

注
５
：
中
国
の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
を
所
管
す
る

政
府
担
当
者
が
業
界
の
動
向
に
精
通
し
て
い
る
こ

と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。
映
画
の
興
収
で
あ
れ

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
冠
料
金
で
あ
れ
市
場
や
取
引

実
態
の
把
握
ぶ
り
に
は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
る

注
６
：
負
債
を
抱
え
る
伝
統
メ
デ
ィ
ア
に
対
し

て
ネ
ッ
ト
系
メ
デ
ィ
ア
の
資
本
参
加
を
奨
励
す
る

「
混
合
所
有
制
」
も
現
れ
て
い
る
。（『
论
中
国

新
闻
传
媒
业
的
混
合
所
有
制
』《
新
闻
与
传
播
》

2
0
1
7 

年 

11 

期
）

注
７
：http://fortune.com

/2018/05/28

/ hollyw
ood-china-film

-negotiation-

trum
p/

注
８
：
18
年
に
は
韓
流
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
が
再

開
さ
れ
限
韓
令
は
緩
和
方
向
を
示
し
て
い
る

注
９
：
レ
ベ
ニ
ュ
ー
シ
ェ
ア
の
適
用
は
大
半
が
ハ

リ
ウ
ッ
ド
作
品
だ
が
、
イ
ン
ド
映
画
の
他
、
韓
国
、

英
国
映
画
で
も
実
例
が
あ
る

注
10
：
中
国
で
16
年
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
『
君
の

名
は
。』
以
外
に
『STAN

D BY M
E 

ド
ラ
え

も
ん
』
も
5
億
元
超
え
興
行
収
入
を
15
年
に
記

録
し
て
い
る
が
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー
シ
ェ
ア
で
は
な
く

買
い
切
り
だ
っ
た
。
中
国
市
場
に
お
け
る
興
収

の
１
０
０
分
の
１
程
度
の
報
酬
に
甘
ん
じ
る
日

本
に
対
し
て
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
よ
う
に
業
界
一
丸

と
な
っ
て
レ
ベ
ニ
ュ
ー
シ
ェ
ア
を
主
張
し
て
こ
な
い

の
は
与
し
や
す
い
と
い
っ
た
評
判
も
実
は
よ
く

聞
か
れ
た
。（http://w

w
w

.jiem
ian.com

/

article/1583674.htm
l

）

注
11
：
07
年
に
ユ
ニ
ジ
ャ
パ
ン
と
中
国
電
影
合

作
制
片
公
司
と
の
間
で
映
画
に
関
す
る
協
力
覚

書
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
中
国
側
は
政

府
間
協
定
の
締
結
を
主
張
し
た
が
、
日
本
側
の

事
情
に
よ
り
政
府
間
で
は
な
く
民
間
主
体
に
よ

る
覚
書
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
日
中
業
界
間
で

温
度
差
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
今
後
の
活
用

の
仕
方
次
第
で
は
有
効
な
ツ
ー
ル
に
な
る
か
も
し

れ
な
い

化
に
伴
い
知
財
管
理
に
さ
ら
な
る
注
意
が

欠
か
せ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

次
に
、
業
界
レ
ベ
ル
で
は
両
国
間
に
お

け
る
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
日
本
コ
ン
テ
ン
ツ

業
界
内
に
お
け
る
情
報
共
有
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
。
中
国
の
コ
ン
テ
ン
ツ
業
界
は
日
本

に
対
し
て
「
権
利
処
理
が
難
し
く
、
意
思

決
定
が
遅
く
、
カ
ネ
に
は
お
人
好
し
注　

」、

日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
業
界
は
中
国
に
対
し
て

「
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
、
権
利
意
識

と
も
に
低
い
」
と
い
っ
た
印
象
を
お
互
い
に

抱
い
て
き
た
。
明
確
な
優
位
性
を
日
本
が

保
て
て
い
た
時
代
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
今

や
そ
う
し
た
固
定
観
念
は
弊
害
と
な
る
側

面
が
大
き
い
。
著
作
権
の
運
用
や
個
社
の

秘
匿
情
報
、
製
作
委
員
会
方
式
の
制
約
な

ど
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
も
多
い
が
、
両
国

業
界
間
に
横
た
わ
る
意
識
の
溝
を
埋
め
る

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
有
利
な
交

渉
に
向
け
た
日
本
コ
ン
テ
ン
ツ
界
に
お
け
る

情
報
共
有
な
ど
は
取
り
組
む
価
値
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
官
民
レ
ベ
ル
で
は
新
し
い
動
き

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
18
年
5
月
に
日
中

両
国
政
府
の
合
意
・
署
名
に
至
っ
た
映
画

共
同
製
作
協
定
は
上
映
本
数
や
収
益
構
造

の
現
状
打
破
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
内
包

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
国

際
展
開
支
援
政
策
は
海
賊
版
対
策
（
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
）
と
正
規
版
進
出
支
援
（
オ
フ
ェ

ン
ス
）
を
両
輪
と
す
る
形
で
展
開
さ
れ
て

き
た
。
知
的
所
有
権
を
守
り
コ
ン
テ
ン
ツ

で
攻
め
る
と
い
う
予
算
要
求
ロ
ジ
ッ
ク
を
反

映
し
た
も
の
だ
。
し
か
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
霞
が
関
で
通
用
す
る
予
算
折
衝

と
は
異
な
る
力
学
で
動
い
て
お
り
、
時
代

に
即
し
た
政
策
体
系
の
検
証
が
必
要
だ
ろ

う
。
こ
の
協
定
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
官

民
が
連
携
す
る
形
で
日
中
双
方
に
裨
益
す

る
枠
組
み
を
構
築
し
て
い
く
ス
タ
ン
ス
が
今

後
ま
す
ま
す
不
可
欠
に
な
っ
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
注　

。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
を
構
成
す
る
多
彩
な
分

野
に
お
い
て
、
日
中
両
国
間
の
連
携
、
さ

ら
に
は
日
中
共
同
に
よ
る
第
三
国
市
場
開

拓
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
可
能
性
の

萌
芽
が
み
て
と
れ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
詳
細

に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
事
業
、
業

界
、
官
民
の
各
レ
ベ
ル
に
お
け
る
情
報
・
知

見
を
集
約
・
往
還
さ
せ
な
が
ら
、
個
別
の

日本のコンテンツは「IP」の宝庫。北京の書店で
平積みされる東野圭吾作品（筆者撮影）
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中国の化学産業動向と日中間の
交流について

返
り
と
し
て
中
国
側
は
市
場
ア
ク
セ
ス
、

人
的
リ
ソ
ー
ス
、
用
役
、
原
料
等
を
提
供

し
、
戦
略
的
な
事
業
提
携
を
実
現
し
て
い

る
。

　

第
12
次
五
カ
年
計
画
期
間（
11
～
15
年
）

で
は
、
中
国
の
化
学
産
業
は
継
続
的
に
増

大
し
、
売
上
高
は
、
年
間
平
均
9
％
増
加

し
た
。
個
々
の
化
学
品
で
は
、メ
タ
ノ
ー
ル
、

化
学
肥
料
、
農
薬
、
ク
ロ
ル
･
ア
ル
カ
リ
、

タ
イ
ヤ
、
無
機
原
料
等
、
汎
用
化
学
品
で

世
界
最
大
の
生
産
量
を
誇
る
注
５
。
主
と
し

て
規
模
の
利
益
を
活
か
し
て
生
産
さ
れ
る
、

汎
用
化
学
品
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

　

多
く
の
化
学
品
の
基
幹
と

な
る
エ
チ
レ
ン
の
需
給
状
況
の

推
移
を
示
し
た
チ
ャ
ー
ト
（
図

1
）
で
見
て
取
れ
る
と
お
り
、

中
国
は
増
大
す
る
化
学
品
需

要
に
対
応
し
て
、
生
産
能
力
を

年
々
拡
大
し
て
き
た
も
の
の
、

主
要
化
学
品
に
つ
い
て
は
供
給

量
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
自
国
で
供
給
し
得

な
い
化
学
品
に
つ
い
て
は
、
輸

入
で
対
応
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、

原
油
、
天
然
ガ
ス
等
の
原
料
上

の
制
約
、
化
学
品
に
関
す
る
自

国
の
技
術
の
制
約
に
よ
り
、
輸

入
で
対
応
し
て
き
た
と
考
え
ら

れ
る
。

松本  直　日本化学工業協会 国際業務部 部長

近年、中国の化学産業は他の産業と同様に急速に大きく発展してきた。本稿では、中国の化学産業の現状と今後
の動向について、中国工業信息化部（「工信部」）による 5 カ年計画等を参考にしながら、日本化学工業協会（「日

化協」）の視点で述べることとしたい。これに加え、日化協が携わった、日中間の国際会議などを通じた中国側化学産
業関係者との交流についても、触れることとする。

1
．中
国
の
化
学
産
業
の
現
状

　

中
国
の
化
学
品
出
荷
額
は
世
界
最
大
で

あ
り
（
約
1
6
0
兆
円
）
注
１
、
化
学
企

業
の
総
数
は
約
2
万
5
0
0
0
社
注
２
、

中
国
の
化
学
品
売
上
高
は
世
界
の
約
4
割

を
占
め
る
（
2
0
1
6
年
）。
ま
た
、
中

国
は
化
学
品
の
設
備
投
資
額
で
も
ト
ッ
プ

に
位
置
し
、
そ
の
金
額
は
年
間
12
兆
円
に

達
す
る
（
16
年
）
注
３
。

　

化
学
プ
ラ
ン
ト
は
お
お
む
ね
中
国
全
土

に
所
在
し
て
い
る
も
の
の
、
中
央
ま
た
は

東
部
沿
岸
地
区
（
山
東
省
、
江
蘇
省
、
広

東
省
、浙
江
省
等
）に
多
く
所
在
し
て
い
る
。

中
国
の
主
た
る
化
学
企
業
は
ほ
と
ん
ど
国

有
企
業
で
あ
り
、
世
界
的
な
売
上
高
の
ラ

ン
キ
ン
グ
で
はSinopec

が
第
3
位
（
15

年
）
に
入
る
も
の
の
、
上
位
は
欧
米
企
業

で
占
め
ら
れ
て
い
る
注
４
。

　

中
国
の
化
学
産
業
は
、
欧
米
諸
国
、
日

本
等
か
ら
の
技
術
導
入
を
通
じ
て
、
自
力

で
は
国
産
化
し
得
な
か
っ
た
化
学
産
業
を

構
築
し
て
き
た
。
最
近
で
は
、
欧
米
等
の

海
外
企
業
が
技
術
を
ラ
イ
セ
ン
ス
し
、
合

弁
形
式
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
欧
米
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

に
伴
う
ス
ピ
ン
オ
フ
が
契
機
と
な
っ
て
、
こ

れ
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
が
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も

み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
海
外
企
業
は
自

社
の
保
有
す
る
技
術
を
提
供
し
、
そ
の
見

　

こ
の
一
方
で
一
部
の
汎
用
化
学
品
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
過
剰
な
設
備
投
資
に

伴
い
、
供
給
過
剰
の
状
態
が
顕
在
化
し
、

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化
が
進
展
す
る
こ
と
で
、

製
品
市
況
が
下
落
し
、日
本
企
業
を
含
め
、

諸
外
国
で
、
か
つ
て
企
業
収
益
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
た
化
学
製
品
に
つ
い
て
、
リ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
や
事
業
撤
退
、
事

業
戦
略
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
等
の
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
の
化
学
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世

界
的
な
化
学
産
業
の
動
向
に
目
を
転
じ
た

場
合
、
サ
プ
ラ
イ・
サ
イ
ド
の
現
状
に
関
し
、毎年開催されている「日中化学産業会議」の模様



日中経済産業白書 2017/2018（II）
—新次元の産業協力を念頭に—

業
間
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
先
進
国
化
学
メ
ー
カ
ー

が
強
み
を
発
揮
し
て
き
た
機
能
化
学
品
等

の
先
端
化
学
品
の
分
野
に
お
い
て
も
、
ユ
ー

ザ
ー
側
の
製
品
サ
イ
ク
ル
の
短
期
化
、
旺

盛
な
内
需
を
背
景
と
し
た
新
興

国
メ
ー
カ
ー
の
参
入
と
積
極
的

な
投
資
、
企
業
間
の
競
争
激
化

に
よ
り
、
市
場
シ
ェ
ア
の
低
下
と

先
端
化
学
製
品
の
陳
腐
化
の
サ

イ
ク
ル
が
短
く
な
っ
て
い
る
注
６
。

　

デ
マ
ン
ド
・
サ
イ
ド
に
関
し
て

は
、
新
興
国
の
所
得
レ
ベ
ル
の
向

上
に
伴
い
、
高
品
質
な
製
品
や

素
材
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
先
進
国
の
高
齢
化
の
進

展
、
地
球
環
境
の
悪
化
に
伴
い
、

ラ
イ
フ
・
サ
イ
エ
ン
ス
、
環
境
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
る
問
題
解
決

に
貢
献
し
う
る
、
高
度
で
画
期

的
な
化
学
品
素
材
の
創
出
の
期

待
も
日
に
日
に
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。

　

中
国
の
化
学
企
業
は
、
汎
用

化
学
品
の
不
況
サ
イ
ク
ル
を
脱

し
、
競
争
力
の
向
上
を
目
指
し

て
い
る
も
の
の
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、
主
と
し
て
海
外
か
ら
の
技

術
導
入
で
発
展
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、
自
国
内
で
の
技
術
上
の
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米
国
の
シ
ェ
ー
ル
・
ガ
ス
、
中
東
の
原
油
、

天
然
ガ
ス
等
競
争
力
の
あ
る
石
油
、
天
然

ガ
ス
を
活
用
し
た
石
油
化
学
の
増
強
、
東

南
ア
ジ
ア
等
新
興
国
で
の
化
学
プ
ラ
ン
ト

の
増
設
が
予
想
さ
れ
、
世
界
的
な
化
学
企

蓄
積
が
不
足
気
味
で
新
素
材
の
開
発
は
容

易
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
事
情
か
ら
付
加
価
値
化
学
品
の
技
術
・

製
品
の
取
り
込
み
を
も
く
ろ
ん
で
欧
米
化

学
企
業
に
対
す
る
大
型
買
収
が
な
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
件
数
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。

特
に
、
中
国
化
工
集
団
（Chem

China

）

は
、
買
収
が
連
続
し
て
な
さ
れ
、
そ
の
規

模
も
大
き
い
の
で
注
目
に
値
す
る（
表
１
）。

　

中
国
政
府
は
環
境
規
制
を
強
化
し
て
お

り
、
所
定
の
環
境
基
準
を
満
た
さ
な
い
こ

と
を
理
由
と
す
る
工
場
閉
鎖
が
全
国
で
相

次
ぎ
、
現
地
で
の
工
場
の
操
業
に
必
要
な

基
礎
化
学
品
等
の
原
料
調
達
が
混
乱
す
る

等
の
影
響
が
生
じ
て
い
る
注
７
。

　

15
年
の
天
津
市
で
の
爆
発
事
故
を
き
っ

か
け
と
し
て
危
険
化
学
品
管
理
も
強
化
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
環
境
保
護
税
、
排
出
汚

染
許
可
証
と
い
っ
た
新
制
度
の
導
入
で
、

環
境
改
善
に
向
け
企
業
努
力
を
促
す
制
度

が
導
入
さ
れ
、
企
業
側
の
大
気
汚
染
、
水

質
汚
染
対
策
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

2
．今
後
の
中
国
化
学
産
業
の
動
向

　

16
年
に
中
国
政
府
が
発
表
し
た
第
13

次
五
カ
年
計
画
（
13
・
5
）
で
は
、
経

済
の
中
高
速
成
長
の
維
持
（
い
わ
ゆ
る

新
常
態
）、
生
活
水
準
と
質
の
普
遍
的
向

上
、
生
態
環
境
の
改
善
等
を
推
し
進
め
る

こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
た
。
か
か
る
13
・

5
を
も
と
に
工
信
部
に
よ
っ
て
、
石
油
化

学
・
化
学
工
業
発
展
計
画
（
16
～
20
年
）

（「
13
・
5
化
学
発
展
計
画
」）
の
形
で
化

学
産
業
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

13
・
5
化
学
発
展
計
画
で
は
、
今
後
も

引
き
続
き
中
国
に
お
け
る
都
市
化
の
進
展

に
伴
う
都
市
人
口
の
増
加
お
よ
び
所
得
水

準
の
上
昇
で
、
こ
れ
ら
の
人
々
向
け
の
建

設
資
材
、
家
電
、
食
品
、
衣
服
、
乗
用
車
、

日
用
品
等
の
需
要
が
増
加
し
、
こ
の
結
果
、

中
国
の
化
学
品
需
要
も
安
定
的
に
伸
長
す

る
と
予
想
し
て
い
る
。

　

13
・
5
化
学
発
展
計
画
で
設
定
し
た
化

学
産
業
の
目
標
値
は
、
20
年
ま
で
年
間
成

長
率
8
％
、
売
上
高
利
益
率
成
長
率
は
、

4
・
9
％
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
既
存
の
化
学
産
業
の
競
争
力
を

高
め
て
い
き
な
が
ら
、新
材
料
（
エ
ン
プ
ラ
、

シ
リ
コ
ン
、
炭
素
繊
維
、
水
処
理
膜
、
電

子
化
学
品
等
）
の
発
展
を
加
速
さ
せ
、
国

際
的
に
名
の
知
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
品
の
創
出
、

国
際
的
に
も
競
争
力
を
有
す
る
大
企
業
、

及
び
高
度
な
技
術
を
有
す
る
化
学
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
形
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

13
・
5
化
学
発
展
計
画
の
具
体
的
な
目

標
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
構
造
調
整

　

過
剰
設
備
の
汎
用
化
学
品
の
淘
汰
と
不

足
が
ち
な
オ
レ
フ
ィ
ン
類
、
芳
香
族
、
新

図 1  エチレン（換算）の世界バランス推移
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（出所）経済産業省「世界の石油化学製品の今後の需給動向」2017 年を日化協で加工

生産量の推移 需要量の推移 バランスの推移



JC ECONOMIC JOURNAL 7 月号 SPECIAL REPORT 

JC ECONOMIC JOURNAL 2018.7 26

で
な
く
、
中
国
最
大
の
化
学
事
業
者
団

体
で
あ
る
中
国
石
油
・
化
学
工
業
連
合
会

（
C
P
C
I
F
）
も
、
新
材
料
の
産
業
育

成
の
た
め
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
創
設
や
、
一
帯

一
路
戦
略
に
基
づ
く
中
国
化
学
企
業
の
海

外
展
開
を
支
援
す
る
企
業
連
盟
を
立
ち
上

げ
る
等
、
今
後
の
中
国
化
学
企
業
の
発
展

推
進
を「
民
側
」の
立
場
で
支
援
し
て
い
る
。

3
．日
中
間
の
化
学
工
業
に
関
す

る
交
流

　

中
国
に
お
け
る
化
学
産
業
の
発
展
を

考
え
る
う
え
で
、
日
中
間
の
化
学
工
業

に
お
け
る
協
力
関
係
の
歴
史
は
長
く
、

1
9
6
0
年
代
の
ビ
ニ
ロ
ン
の
技
術
輸
出
、

70
年
代
の
ア
ン
モ
ニ
ア
・
尿
素
の
技
術
輸

出
、
80
年
代
に
は
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
、
塩

ビ
樹
脂
を
は
じ
め
各
種
化
学
品
の
製
造
技

術
の
輸
出
が
行
わ
れ
た
注
８
。

　

中
国
の
製
造
業
の
発
展
に
あ
わ
せ
て
、

中
国
に
進
出
す
る
日
本
の
化
学
企
業
数
は

増
加
を
た
ど
り
、
海
外
現
地
法
人
数
で
は
、

中
国
が
一
番
多
く
約
3
2
0
社
と
な
っ
て

い
る
注
９
。

　

日
中
間
の
化
学
工
業
の
交
流
を
述
べ
る

に
あ
た
り
、
日
化
協
と
C
P
C
I
F
と
の

交
流
を
中
心
に
述
べ
る
。

（
1
） 日
中
化
学
官
民
対
話 （
02
～
07
年
）

　

日
化
協
と
C
P
C
I
F
と
の
交
流
の

嚆
矢
（
こ
う
し
）
と
な
っ
た
の
は
、
日
中

化
学
官
民
対
話
で
あ
る
。
日
中
間
に
お
い

て
、
両
国
間
の
貿
易
・
投
資
関
係
を
円
滑

に
進
め
、
両
国
に
お
け
る
化
学
産
業
の
健

全
な
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

対
話
の
場
を
設
け
、
02
年
に
第
1
回
会
合

を
北
京
で
開
催
し
、
07
年
ま
で
計
5
回
開

催
し
た
。

　

特
に
、
日
中
間
の
貿
易
量
が
多
い
製
品

分
野
に
つ
い
て
、
生
産
・
需
要
・
貿
易
の

動
向
に
関
す
る
相
互
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
会
議
の
主
た
る
目
的
と
さ
れ
た
。
日

本
側
は
経
済
産
業
省
化
学
課
長
注　

、
中
国

側
は
商
務
部
対
外
貿
易
司
処
長
が
政
府
代

表
を
務
め
、
民
間
は
、
日
本
側
が
日
化
協
、

中
国
側
は
C
P
C
I
F
等
が
中
心
と
な
っ

て
参
加
し
た
。
08
年
以
降
、
日
中
両
国
間

に
係
る
諸
事
情
に
よ
り
、
日
中
化
学
官
民

対
話
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

（
2
）
日
中
化
学
産
業
会
議
（
15
年
～
）

　

日
中
化
学
産
業
会
議
は
、
日
中
の
化
学

産
業
間
の
相
互
理
解
、
信
頼
関
係
を
深
化

さ
せ
、
両
国
協
会
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
一
層
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、中
国
側
は
C
P
C
I
F
、日
本
側
は
、

石
油
化
学
工
業
協
会
お
よ
び
日
化
協
に
よ

る
共
催
で
開
催
し
て
い
る
。
15
年
の
東
京

開
催
を
皮
切
り
に
、
日
中
持
ち
回
り
で
毎

年
開
催
し
て
き
た
。
18
年
は
9
月
に
中
国

で
開
催
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

日
中
化
学
産
業
会
議
で
は
、
日
本
、
中

排
出
量
等
を
削
減
。

④
安
全
対
策

　

都
市
化
と
産
業
発
展
の
最
適
化
を
図

る
。
人
工
密
集
地
域
に
お
い
て
は
、
危
険

な
化
学
プ
ラ
ン
ト
を
移
転
さ
せ
る
。

⑤
I
T
の
活
用

　

I
o
T
技
術
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
、
ス
マ
ー
ト
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
効

率
的
な
生
産
体
制
を
構
築
。

⑥
化
工
園
区

　

優
れ
た
化
工
園
区
を
形
成
す
る
と
と
も

に
、
化
学
企
業
を
化
工
園
区
に
集
約
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
協
力
し
て
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
構
築
し
、
収
益
の
増
加

を
図
る
。
ま
た
7
大
石
油
化
学
基
地
を
建

設
し
、
石
油
精
製
と
石
化
の
統
合
レ
ベ
ル

を
引
き
上
げ
、
競
争
力
の
向
上
を
図
る
。

⑦
国
際
活
動
の
促
進

　

企
業
買
収
に
よ
る
海
外
の
先
端
技
術
の

取
り
込
み
、
一
帯
一
路
戦
略
に
基
づ
く
海

外
展
開
の
企
業
の
参
画
を
支
援
す
る
。
海

外
企
業
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
一

帯
一
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
に
つ
い
て
、
各
企
業
の

自
由
な
意
思
決
定
に
基
づ
く
自
助
努
力
や

内
部
成
長
に
よ
る
実
行
で
な
く
、
国
、
省

に
よ
る
資
金
支
援
（
税
制
、
優
遇
融
資

等
）
や
産
業
政
策
に
よ
り
誘
導
し
、
強

力
に
推
進
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
中
国
の
特

徴
が
あ
る
。
ま
た
、
政
府
側
の
施
策
だ
け

材
料
（
エ
ン
プ
ラ
、シ
リ
コ
ン
、
炭
素
繊
維
、

水
処
理
膜
、
電
子
化
学
品
等
）
の
自
給
率

を
高
め
る
。

②
研
究
体
制

　

産
官
学
の
研
究
連
携
を
深
め
、
重
点
研

究
分
野
に
国
と
企
業
と
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
。

③
環
境
対
策

　

省
水
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、

お
よ
び
二
酸
化
炭
素
、
V
O
C
、
廃
棄
物

表１　中国化工集団（ChemChina）の代表的な買収案件
年 買収先 金額（億円）

2010 ADAMA（イスラエル）農薬 2,194

2011 Elkem（ノルウェー）シリコン 1,836

2015 Pirelli（イタリア）タイヤ 10,652

2016

Syngenta（スイス）農薬・種子 49,938

ADAMA　100% 子会社化 1,523

KraussMaffei（ドイツ）成形機 1,088

（出所）みずほ産業調査 （Vol.55、2016 年 9 月）を一部加工

10



日中経済産業白書 2017/2018（II）
—新次元の産業協力を念頭に—

27 JC ECONOMIC JOURNAL 2018.7

化
学
品
管
理
規
則
に
関
す
る
専
門
的
な
情

報
を
入
手
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

4
．結
び

　

中
国
は
、
か
つ
て
の
著
し
い
成
長
ス
ピ
ー

ド
か
ら
、
新
常
態
で
推
移
し
て
い
く
と
み

ら
れ
て
い
る
。
新
常
態
下
に
お
い
て
も
、

今
後
の
世
界
的
な
化
学
市
場
に
お
い
て
、

中
国
は
な
お
も
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
な
い
、と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
一
方
で
、
我
々
は
中
国
の
知
財
保
護
に

関
し
て
は
、
法
整
備
・
制
度
が
充
実
し
て

き
た
印
象
が
あ
る
も
の
の
、
運
用
面
で
は

ま
だ
課
題
が
多
い
と
認
識
し
て
お
り
、
先

進
諸
国
で
深
く
憂
慮
さ
れ
る
事
態
と
な
っ

て
い
る
。
中
国
の
知
財
保
護
の
徹
底
を
求

め
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
日
本
の
化

学
企
業
は
、
自
社
の
コ
ア
技
術
を
う
ま
く

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
な
が
ら
、
中
国
の

成
長
市
場
を
取
り
込
ん
で
い
く
等
、
し
た

た
か
な
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
昨
今
、
持
続
可
能
社
会
の
発

展
に
つ
い
て
、
各
方
面
で
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
持
続
可
能
社
会
の
構
築
で
化

学
産
業
は
重
要
な
キ
ー
・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
で
あ
る
こ
と
で
日
中
双
方
の
認
識
は
一

致
し
て
い
る
。
我
々
、
日
化
協
は
、
引
き

続
き
C
P
C
I
F
を
は
じ
め
と
す
る
中

国
の
化
学
関
係
団
体
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
で
、
日
中
の
化
学
産
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注
１
：EU

 Com
m

ission Analysis SW
D

 

（2017

） 483

。
H
S 

28
類
～
39
類
（
30
類

医
薬
品
を
除
く
）

注
２
：EU

 Cham
ber of Com

m
erce 

"O
ver Capacity in China" 2016

注
３
：EU

 Com
m

ission Analysis SW
D

 

(2017) 483

注
４
：
日
化
協
「
グ
ラ
フ
で
み
る
日
本
の
化
学

工
業
２
０
１
７
年
」
日
本
勢
は
、
三
菱
ケ
ミ
カ

ル
（
9
位
）、東
レ
（
15
位
）、住
友
化
学
（
21
位
）

注
５
：
中
国
工
信
部　

石
油
化
学
・
化
学
工

業
発
展
計
画
（
16
～
20
年
）

注
６
：
経
産
省
素
材
産
業
課
「
素
材
産
業

に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
と
期
待
」

２
０
１
８
年

注
７
：
「
化
学
工
業
日
報
」
２
０
１
８
年
1

月
18
日
記
事
等

注
８
：Chem

istry &
 Chem

ical 

Industry Vol .65 

２
０
１
２
年
1
月
、
吉

田
氏
の
記
事
を
参
考

注
９
：
経
産
省
「
海
外
事
業
活
動
基
本
調
査
」

２
０
１
６
年

注
10
：
現
在
は
化
学
課
の
名
称
が
素
材
産
業

課
に
変
更

注
11
：International Council of 

Chem
ical Associations

：
国
際
化
学
工

業
協
会
協
議
会

国
そ
れ
ぞ
れ
の
化
学
産
業
の
現
状
の
説
明

に
始
ま
り
、
構
造
改
革
、
工
場
の
安
全
、

環
境
対
策
、
気
候
変
動
、
新
材
料
開
発
、

貿
易
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
海
洋
ご
み
の
問
題

等
、
そ
の
時
々
に
お
い
て
、
日
本
、
中
国

の
化
学
産
業
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て

対
話
し
、
相
互
の
理
解
を
深
め
て
き
た
。

　

本
会
合
に
お
い
て
は
、
日
中
の
化
学
事

業
者
団
体
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
両
国
の

政
府
関
係
者
、
在
中
国
日
系
化
学
企
業

関
係
者
（
中
国
日
本
商
会
、
上
海
日
本
商

工
ク
ラ
ブ
）
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

日
中
化
学
産
業
関
係
者
の
交
流
の
場
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
日
中
化
学
産
業
会
議
等
の

公
式
行
事
以
外
に
も
C
P
C
I
F
関
係

者
の
来
日
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
に
合
わ
せ
て
、

会
合
を
設
定
し
意
見
交
換
を
す
る
機
会
を

設
け
て
い
る
。

（
3
）日
中
化
学
産
業
政
策
対
話（
09
年
～
）

　

日
中
化
学
産
業
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、

日
中
の
政
府
間
で
意
見
交
換
す
る
場
と
し

て
、
09
年
に
第
1
回
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
に
4
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
経
済
産

業
省
と
工
信
部
と
の
間
の
会
合
で
は
あ
る

が
、
C
P
C
I
F
、
日
化
協
も
出
席
し
、

事
業
者
団
体
側
か
ら
説
明
し
、
意
見
を
述

べ
う
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。 

（
4
） 

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ
ア
活
動
（
Ｒ

Ｃ
活
動
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
注　

の
主
要
な
活
動
の
一
つ
で

あ
る
Ｒ
Ｃ
活
動
で
は
、
化
学
品
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
般
に
お
い
て
化
学
品
の
管
理
、

工
場
や
物
流
で
の
安
全
、
環
境
や
健
康
な

ど
に
つ
い
て
、
化
学
企
業
が
法
の
遵
守
に

加
え
て
、
さ
ら
に
自
主
的
に
継
続
し
た
改

善
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
社
会

と
の
対
話
を
行
っ
て
い
る
。
先
に
中
国
に
お

け
る
化
学
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
意
識
の
向
上
、

環
境
保
護
に
向
け
た
規
制
の
強
化
等
に
つ

い
て
触
れ
た
が
、
日
化
協
は
中
国
の
Ｒ
Ｃ

活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
の
正
式
メ
ン
バ
ー
と
な
る
た
め

Ｒ
Ｃ
活
動
を
醸
成
す
る
３
年
計
画
を
18
年

よ
り
進
め
て
お
り
、
日
化
協
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ

Ａ
の
中
国
支
援
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
参
加

し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
加
え
、
中
国
規
制
当
局
、

C
P
C
I
F
、
そ
の
他
各
種
中
国
化
学
関

連
事
業
者
団
体
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、

日
本
の
化
学
企
業
の
経
験
・
知
見
を
代
弁

す
べ
く
、
化
学
品
管
理
、
安
全
な
プ
ラ
ン
ト
・

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
環
境
保
安
、
化
学
品
危

険
物
輸
送
に
詳
し
い
日
化
協
の
専
門
家
に
よ

る
日
本
国
内
で
の
対
話
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
専

門
家
を
中
国
に
派
遣
し
、
講
演
や
会
合
で

の
説
明
の
場
に
あ
て
て
い
る
。

　

ま
た
、
主
と
し
て
中
国
の
外
資
系
化
学

企
業
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
国
際
化
学
品
製

造
商
協
会
（
A
I
C
M
）
と
の
交
流
は
、

11
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中国の建築・住宅産業
動向と日中交流

る
新
時
代
の
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
思

想
」
が
党
規
約
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
れ
に

前
後
し
て
、
中
国
語
で
「
站
起
来
、
富
起
来
、

強
起
来
」
と
い
う
言
い
方
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
― 

毛
沢
東
が
国
を
立
ち
上
が
ら
せ
、

鄧
小
平
が
国
を
豊
か
に
し
、
習
近
平
は
国
を

強
く
す
る
。
改
革
開
放
40
年
目
の
節
目
を
迎

え
る
中
で
、「
強
さ
」
は
軍
事
的
な
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
政
治
に
も
関
連
は
す
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
と
り
わ
け
経
済
に
お
い
て
、
関
与
が
生

じ
る
国
や
地
域
と
の
双
方
の
W
I
N
が
生
ま

れ
る
強
さ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　

中
国
の
住
宅
市
場
は
、「
住
宅
は
住
む
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
投
機
の
対
象
で
は
な
い
」
と

国
家
主
席
が
発
言
を
す
る
必
要
が
あ
る
状
況

に
あ
る
。
住
宅
市
場
が
こ
れ
ま
で
の
中
国
の
経

済
発
展
の
一
部
を
け
ん
引
し
て
き
た
こ
と
は
、

中
国
を
世
界
第
2
位
の
経
済
大
国
に
仕
立
て

上
げ
た
実
績
と
し
て
は
「
功
」
で
あ
る
も
の
の
、

先
の
発
言
は
そ
の
「
罪
」
を
認
め
て
い
る
。
最

近
10
年
の
中
国
に
お
け
る
住
宅
の
発
展
に
つ
い

て
、
当
協
議
会
と
中
国
と
の
交
流
を
基
に
い
く

つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
証
し
な
が
ら
そ
の
変

転
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

2
0
0
0
年
代
終
盤
―
主
な
キ
ー

ワ
ー
ド
：
省
エ
ネ
、
グ
リ
ー
ン（
緑
色
）

建
築
、環
境
型
住
宅
、環
境
住
宅
部
品

　

2
0
0
0
年
代
の
後
半
、
中
国
か
ら
日
本

に
対
す
る
技
術
協
力
の
要
請
が
頻
繁
に
な
っ
て

来
た
。
こ
の
頃
の
課
題
は
、
土
地
対
策
や
住

満田將文　日中建築住宅産業協議会 事務局長

最近 10 年の中国の住宅の発展について、日中建築住宅産業協
議会と中国との交流を基に、いくつかのキーワードを検証し

ながらその変転を見る。

　

昨
2
0
1
7
年
は
、
日
中
国
交
正
常
化

45
周
年
の
年
と
し
て
10
年
ぶ
り
に
式
典
が
行
わ

れ
、
両
国
首
脳
が
祝
電
を
交
換
す
る
な
ど
両

国
の
関
係
改
善
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

45
周
年
を
記
念
し
た
文
化
交
流
も
行
わ
れ
、

さ
ら
に
は
、
パ
ン
ダ
の
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
誕
生

も
日
中
友
好
の
懸
け
橋
と
し
て
好
感
を
得
た
。

18
年
は
、
日
中
平
和
友
好
条
約
が
締
結
さ
れ

て
40
年
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
両
国
に
と
っ
て

の
節
目
の
年
に
当
た
る
。

　

本
誌
読
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
周
知
の
一

部
で
あ
り
、
当
然
に
歓
迎
さ
れ
る
状
況
へ
の
転

宅
保
障
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
関
す
る
関
心
も
あ
っ

た
も
の
の
、
住
宅
を
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
に

関
し
て
、
建
築
と
建
築
物
に
関
す
る
省
エ
ネ
、

緑
色
、
環
境
と
い
う
言
葉
が
常
に
聞
か
れ
た
。

　

建
築
技
術
や
材
料
・
部
品
な
ど
に
関
し
て
、

在
来
工
法
に
よ
る
非
効
率
性
や
工
程
の
重
複

な
ど
に
よ
る
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
使
用

を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
、
次
の
新
た
な
キ
ー

ワ
ー
ド
へ
移
行
し
て
行
く
。

2
0
1
0
年
代
初
期
―
産
業
化
、工
業

化
、耐
震
、内
装
付
住
宅
、S
I
住
宅

　

中
国
語
で
産
業
化
ま
た
は
工
業
化
と
表
現

さ
れ
る
も
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
共
に
工
業

化
と
理
解
し
た
。
日
本
で
工
業
化
と
聞
く
と
、

最
初
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
プ
レ
ハ
ブ
住
宅

メ
ー
カ
の
戸
建
て
住
宅
。
し
か
し
、中
国
で
は
、

戸
建
て
住
宅
の
建
築
が
許
可
さ
れ
る
敷
地
は

な
く
、原
則
は
集
合
住
宅
。
し
か
も
、デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
が
開
発
す
る
住
宅
は
、
当
然
に
大
小
は
あ

る
も
の
の
、例
え
ば
10 

h
a
の
土
地
に
10
数
棟
、

1
0
0
0
戸
単
位
の
開
発
が
標
準
的
と
な
る
。

つ
ま
り
、
日
本
と
中
国
で
は
、
開
発
の
規
模

は
も
と
よ
り
、
建
築
に
関
す
る
様
々
な
事
柄
、

技
術
、
工
法
、
基
準
に
と
ど
ま
ら
ず
、
慣
習
、

嗜
好
、
使
用
法
等
々
、
日
本
の
常
識
に
無
い

こ
と
ま
で
を
含
め
て
違
い
が
あ
る
。
こ
の
時
期
、

工
業
化
の
定
義
・
認
識
に
関
し
て
日
中
双
方

の
理
解
に
一
致
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

　

ま
た
、
日
本
側
は
、
中
国
が
内
装
付
き
で

換
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
中
経
済
を
見

る
時
、
両
国
政
府
の
関
係
の
如
何
に
か
か
わ
ら

ず
、
民
間
の
交
流
は
継
続
さ
れ
企
業
活
動
は

粛
々
と
続
い
て
き
た
。
と
は
言
い
な
が
ら
、
政

府
間
の
関
係
は
当
然
良
い
に
限
る
。
中
国
が

提
唱
す
る
経
済
・
外
交
構
想
「
一
帯
一
路
」
に

つ
い
て
、
日
本
と
し
て
も
協
力
の
意
向
を
示
し
、

両
国
の
歩
み
寄
り
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。
17

年
11
月
に
ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
で
開
催
さ
れ
た

A
P
E
C
に
お
い
て
は
、
安
倍
晋
三
首
相
と

習
近
平
国
家
主
席
と
の
間
で
日
中
首
脳
会
談

が
開
催
さ
れ
、
両
国
首
脳
の
相
互
訪
問
や
外

相
の
訪
中
、
国
交
正
常
化
45
周
年
と
い
う
節

目
に
お
け
る
日
中
関
係
の
主
要
外
交
日
程
に
つ

い
て
、
関
係
改
善
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
両
首
脳
が
に
こ
や
か
に
握
手
を

し
、
日
中
関
係
の
新
た
な
幕
開
け
を
印
象
付

け
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
5
月
に
李
克
強
首

相
の
来
日
が
成
っ
た
。

　

日
中
関
係
史
を
述
べ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、

両
国
は
様
々
な
歴
史
を
重
ね
て
今
日
が
あ
る
。

今
年
は
友
好
条
約
締
結
40
年
と
い
う
日
中
関

係
と
し
て
重
要
な
年
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
国

に
と
っ
て
は
、
四
川
大
地
震
発
生
10
年
で
あ
り
、

さ
ら
に
改
革
開
放
40
周
年
の
年
と
な
る
。

　

改
革
開
放
を
進
め
た
鄧
小
平
は
、「
中
国
の

特
色
あ
る
社
会
主
義
」
を
提
唱
し
、
海
外
の

資
本
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
社
会
主

義
市
場
経
済
の
発
展
を
促
し
た
。
17
年
10
月

の
第
19
回
共
産
党
大
会
で
は
「
習
近
平
に
よ
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サ
ッ
シ
の
交
換
と
エ
ア
コ
ン
室
外
機
置
き
場
の

確
保
、
公
共
部
分
の
配
管
等
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
で
、
政
府
補
助
金
に
よ
る
改
修
が
多

い
と
聞
い
た
。

　

高
齢
者
住
宅
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
研
究
テ
ー

マ
と
な
る
。
中
国
の
政
府
機
関
や
大
学
、
民

間
企
業
の
来
日
時
に
は
、
高
齢
者
施
設
・
介

護
施
設
の
視
察
や
交
流
会
開
催
の
要
望
が
多

く
な
り
、
関
心
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
省
エ
ネ
、
環
境
、

耐
震
、
内
装
、
高
齢
者
等
、
こ
れ
ま
で
の
課

題
が
大
き
く
関
与
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
日

中
間
の
協
力
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。

　

以
上
に
見
る
通
り
常
に
新
た
な
キ
ー
ワ
ー

ド
が
登
場
し
、
日
中
協
力
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広

が
っ
て
行
っ
た
。
で
は
、
先
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

関
す
る
交
流
は
十
分
な
成
果
を
得
た
の
か
？

課
題
の
解
決
、
軽
減
に
は
至
っ
た
の
か
？
答
え

は
「
N
O
！
」
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
先
に
示

し
た
日
中
両
国
の
語

句
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

に
対
す
る
認
識
の
不

一
致
に
あ
る
。
そ
れ

を
原
因
と
し
て
、
日

本
側
は
中
国
側
が
求

め
て
い
る
も
の
を
正

確
に
理
解
し
て
い
な

い
た
め
、
適
切
な
メ
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住
宅
を
販
売
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
は
理
解

し
た
が
、
S
I
（
ス
ケ
ル
ト
ン
・
イ
ン
フ
ィ
ル
）

住
宅
の
定
義
や
認
識
に
つ
い
て
も
整
理
は
さ
れ

て
い
な
い
。

　
「
耐
震
」
に
関
し
て
は
、
08
年
の
四
川
大
震

災
、
11
年
の
東
日
本
大
震
災
が
日
中
双
方
に

重
要
性
を
感
じ
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

2
0
1
0
年
代
中
期
―
高
齢
者
住
宅
、

高
齢
化
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、住
宅
の

長
寿
命
化

　

高
齢
者
に
関
す
る
住
宅
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
の
対
応
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
る
。
中

国
の
場
合
60
歳
人
口
を
基
準
と
す
る
こ
と

が
多
く
、
17
年
末
時
点
の
60
歳
以
上
人

口
が
2
億
4
1
0
0
万
人
。
20
年
に
は

2
億
5
5
0
0
万
人
で
人
口
の
20
％
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
先
に
高
齢
化
社
会
を
経
験
す
る

日
本
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
分
野
に
お
け
る
日
系
企
業
の
進
出
は
積
極

的
と
は
言
え
ず
、
成
功
実
績
も
多
い
と
は
言
え

な
い
。
た
だ
し
、
今
後
、
市
場
の
需
要
の
拡
大

と
膨
張
は
必
至
と
見
ら
れ
る
。

2
0
1
0
年
代
終
盤（
現
在
）―
既
存

住
宅
の
改
修
、リ
フ
ォ
ー
ム
、リ
ノ
ベー

シ
ョ
ン
、高
齢
化
に
対
応
す
る
改
修

　

17
年
末
、
北
京
で
省
エ
ネ
と
補
強
の
た
め

の
改
修
現
場
を
視
察
し
た
。
他
に
は
、
給
排

水
、
キ
ッ
チ
ン
、
外
壁
等
の
入
居
し
な
が
ら
の

施
工
、
外
壁
を
内
断
熱
か
ら
外
断
熱
へ
変
更
、

ニ
ュ
ー
の
提
示
が
で
き
な

い
。
中
国
側
は
過
程
や
体

制
、
仕
組
み
等
を
見
る
こ

と
な
く
成
果
を
求
め
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
は
、

皮
肉
に
も
、
両
国
が
お

互
い
の
状
況
を
理
解
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
と
言
え

る
。
言
葉
（
文
字
）
に
す
る
と
当
然
の
こ
と
に

思
え
て
し
ま
う
が
、
実
際
に
は
、
確
認
を
し
て

も
き
ち
ん
と
理
解
で
き
な
い
、
思
い
違
い
が
生

じ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

17
年
4
月
1
日
に
「
千
年
の
大
計
・
国
家

の
大
事
」
と
し
て
「
河
北
雄
安
新
区
」
の
設
立
・

開
発
が
発
表
さ
れ
た
。
本
誌
読
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
深
圳
経
済
特
区
お
よ
び
上
海
浦
東
地

区
と
並
ぶ
新
区
で
、
習
近
平
国
家
主
席
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
推
進
さ
れ
る
本
案
件
に

つ
い
て
は
、
規
模
や
概
要
の
説
明
は
必
要
な
い

と
思
わ
れ
る
た
め
紙
幅
は
割
か
な
い
。

　

雄
安
新
区
管
理
委
員
会
よ
り
在
中
国
日
本

大
使
館
に
対
し
て
、
雄
安
新
区
に
お
け
る
プ
レ

ハ
ブ
建
築
・
住
宅
の
導
入
に
関
す
る
日
中
協
力

の
依
頼
が
あ
り
、
日
本
大
使
館
、
国
土
交
通

省
お
よ
び
中
国
側
と
の
検
討
の
結
果
、
当
協

議
会
お
よ
び
関
係
機
関
が
協
力
の
窓
口
と
な

る
こ
と
と
し
た
。

　

対
象
と
す
る
プ
レ
ハ
ブ
の
構
造
に
つ
い
て
、

P
C
、
軽
量
鉄
骨
、
鉄
骨
ユ
ニ
ッ
ト
、
木
構

造
全
て
が
対
象
と
な
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
内
装
設
備
の
工
業
化
、
シ
ス
テ
ム
化
や
、

中
国
に
お
い
て
進
展
し
て
来
て
い
る
情
報
化
に

よ
る
プ
レ
ハ
ブ
生
産
管
理
も
対
象
と
な
る
と
の

説
明
を
得
た
。
日
本
側
で
は
、
こ
れ
を
中
国
に

お
け
る
建
築
生
産
の
合
理
化
と
捉
え
、
幅
広

い
日
本
の
経
験
に
基
づ
く
技
術
的
知
見
を
提

供
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

先
の
学
習
に
よ
り
、
両
国
の
関
係
機
関
お

よ
び
関
係
者
の
認
識
の
統
一
と
共
有
を
目
的
と

し
て
、
雄
安
新
区
に
お
い
て
日
中
共
同
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

雄
安
新
区
に
お
け
る
プ
レ
ハ
ブ
建
築
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
交
流
を
続
け
て
き
た
も
の
と

の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
10
年
代
初
期
よ
り
テ
ー

マ
と
な
っ
た
中
国
語
で
言
う
「
産
業
化
」「
工

業
化
」
は
、
時
に
プ
レ
ハ
ブ
化
と
理
解
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
雄
安
新
区
に
お
け
る
プ
レ
ハ

ブ
化
は
中
国
語
で
「
装
配
式
（zhuāngpèi 

shì

）」
と
表
記
さ
れ
、
以
前
よ
り
日
本
の
プ
レ

ハ
ブ
住
宅
を
「
装
配
式
住
宅
」
と
翻
訳
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
も
住
宅
に
関
す
る
設
計
思

想
、
建
築
技
術
、
性
能
品
質
、
保
証
体
制
、

間
取
り
の
合
理
性
、快
適
性
、環
境
適
合
等
々
、

常
に
進
化
が
実
績
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
も
同

様
で
、
建
築
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お
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る
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間
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い
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あ
る
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の
。
雄
安
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お
け
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実
験
、
プ
レ
ハ
ブ
化
の
導
入
に
よ
り
、
進
化
の

実
績
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

外壁の補修、補強の改修（17 年北京にて）
雄安新区市民センター（プレハブ建築）
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中島敏法律特許事務所 弁護士・弁理士
　中島  敏
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中国不正競争防止法の改正と実務への　　　影響

は公開されており、権利者以外による無許諾実施は特許法
の規定により規制されています。このため、不正競争防止
法による保護対象となるのは、前記の要件を充たしたノウ
ハウ等の非特許技術ということになります。
　今回の改正では、営業秘密侵害行為に含まれる入手手段
として、改正前の「窃盗、脅迫、その他の不正手段」に「賄
賂、詐欺」が明文で加えられました。
　また、侵害行為があったことを明らかに知り、または知る
べきであった転得者（第三者）の営業秘密入手先について、「営
業秘密権利者の従業員、元従業員」が例示されました。従
業員や元従業員による営業秘密漏洩が後を絶たない現実を
法が認めて明記したもので、営業秘密侵害を抑制するうえ
で実務上の影響が少なくないと考えられます。

コンピュータネットワーク利用事業と不正競争行為
　中国では、コンピュータネットワークを利用した商品また
はサービスの提供が、日本よりはるかに発展しており、これ
に伴ってコンピュータ上の技術手段を用いた不正競争行為も
増大しています。これに対応して、コンピュータネットワーク
利用事業に関する規定が不正競争防止法に初めて盛り込ま
れました（12 条）。
　改正法 12 条は、事業者が技術手段を用いてユーザーの
選択に影響を与え、またはその他の方法で、他の事業者が
コンピュータネットワークを通じて合法的に提供する商品ま
たはサービスの正常な運用を妨害、破壊してはならないとし、
具体的に下記 4 項目の行為を規制対象と定めました。
① 他の事業者の同意を得ることなく、合法的に提供される
ネットワーク商品またはサービスにリンクさせ、強制的に目
標に移動させること。
② ユーザーを誤導、欺罔、脅迫して、他の事業者が合法的
に提供するネットワーク商品またはサービスを変更、閉鎖、
アンインストールさせること。
③ 悪意をもって、他の事業者が合法的に提供するネットワ
ーク商品またはサービスの互換性を失わせること。
④ その他、他の事業者が合法的に提供するネットワーク製
品またはサービスの正常な運用を妨害、破壊すること。

不正競争行為に対する監督検査の強化
　改正法は、不正競争行為に対する監督検査を強化すると
ともに、その濫用を防ぎ、監督検査部門とその職員の秘密
保持義務についても新たに規定しました。
　まず、不正競争防止法として初めて通報制度を規定し、
いかなる単位または個人も監督検査部門に通報する権利を
有すること、これを受けた監督検査部門は法により速やか

に処理しなければならないことを定めました。
　通報制度を実効あるものとするために、監督検査機関は
通報を受付ける電話番号、郵便受付住所またはメールアド
レスを社会に公開するとともに、通報者の秘密を保護しな
ければならず、実名で通報しかつ関係事実と証拠を提供し
た者に対しては、処理結果を報告しなければならないと定
めました（16 条）。通報制度の周知により、不正競争行為に
対する摘発が進むものと思われます。
　監督検査部門の権限も強化されました。従来の規定に加
えて改正法では、被検査事業者への立入り検査、関係する
財物の差押、押収、さらに銀行通帳照会の権限が新たに規
定されました（13 条）。
　他方で、上記の措置を講じたときは、監督検査部門の主
要責任者に報告し、その承認を得なければならず、また、
調査と処分の結果は社会に公開しなければならないとされ
ました（13 条 2 項、3 項）。
　監督検査部門とその職員は、調査課程で知り得た営業秘
密について守秘義務を負うことも新たに規定されました（15
条）。

本法違反者に対する法的責任の強化
　事業者が本法の規定に違反した場合には、民事責任、行
政責任を負い、さらに刑事責任を追及される場合もありま
す（27 条）。このこと自体は従来から定められていたことで
すが、混同行為と営業秘密侵害がなされた場合の損害賠償
については、その金額算定が困難なときは、300 万元以下
の法定額の賠償金支払を命じることが新たに規定されまし
た（17 条）。
　侵害者の弁済資力が不足する場合、民事賠償金が過料（行
政罰）、罰金（刑事罰）に優先して確保されることも新たに
規定されました（27 条）。
　また、本法違反者に対しては、過料が科せられますが、
その金額は、改正前に比べて最大で 100 倍も高額化しまし
た（20 条）。
　刑事責任は不正競争防止法ではなく刑法 219 条に規定さ
れています。種々の不正競争の態様のうち刑事責任の対象
となるのは、従来から営業秘密侵害罪のみです。
　中国刑法は、犯罪の重大性による訴追と量刑の基準が法
定されているのが特徴で、具体的には権利者に①重大な損
害を生じさせた場合、または②特別に重大な結果を生じさ
せた場合にのみ訴追されます。何が「重大な損害を生じさ
せた場合」に該当し、何が「特別に重大な結果を生じさせ
た場合」に該当するかについては、最高人民法院と最高人
民検察院共同の「解釈」が公表されています。



中国の不正競争防止法が改正されたとのことですが、実務にはどのような影響があるでしょうか。

中国の改正不正競争防止法（中文は「反不正当競争法」）は、2017年 11月に全人代常務委員会で可決され、
18年 1月1日に施行されました。従来の条文から3分の1近い10個条が削除され、8個条が新設され、残り

の条文も全て修正または統合される大幅の改正となりました。改正内容を一口で言えば、不正競争を抑止する実効性が高
まったことです。被害の救済面が強化されるとともに、在中国の外資企業も一層の法令遵守が求められることになります。
　なお、本法改正のうち商業賄賂行為（7条）に関しては、本誌2018年 3月号の本欄に詳しい解説がなされていますので、
これを参照して下さい。
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32 条に所謂「抜け駆け登録」を許さない規定を定めた際に
も用いられており、「知名」であるよりも低いレベル、例え
ばある範囲の事業者や需要者の間で知られていればよいと
されています。商標法による「抜け駆け登録」禁止に加えて、

「抜け駆け使用」をも規制したもので実務への影響は大き
いと考えます。
② 改正前保護対象として「商品の名称、包装、装飾」とさ
れていた規定が「商品の名称、包装、装飾等」と「等」の
一文字が加えられました。
　改正前の不正競争防止法では、限定列挙だったために適
用外とされるものが存在しました。例えば、広く知られた商
品の形態は対象となりませんでした。この点の改正は、商
品の形態に限らず、今後生じる可能性のある新しいタイプの
模倣行為についても対処できる可能性が生じました。
③保護対象である企業名称、社会組織名称に「略称、屋号
等」が含まれることとなり、また氏名に「ペンネーム、芸名、
訳名等」が含まれることが明文化されました。
④保護対象にドメインネームの主要部分、ウェブサイトの名
称、ウェブページ等が加わりました。
⑤不正競争防止法に「広義の混同」がはじめて明文化され
ました。
　改正法６条４号に「他人の商品または他人と特定の関係が
あると誤認させるに足りるその他の混同行為」が禁止対象
となるとの一般条項を置きました。この条項が新設された
ことによって、例えば、特定の商品又は特定の企業と同一で
なくとも、その商品または企業と関連のある商品、または
企業であるとの誤認を生じる場合も、混同誤認行為に該当
することとなり、本法の適用範囲が拡大したこととなります。

営業秘密の保護
　中国では営業秘密（中文では「商業秘密」）をめぐる紛争
が少なくありません。
　営業秘密とは、①公衆に知られていないこと、②営業的
価値を有すること、③権利者が相応の秘密保持を講じてい
ることの３要件を充たす技術情報と経営情報であると定義
されています（９条）。
　技術に関する情報のうち、特許権が付与されている技術
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中国不正競争防止法の改正と実務への　　　影響

不正競争防止法改正の経緯
　中国の不正競争防止法は、1993 年に成立、施行された
ものです。2000 年代初めから改正作業が開始され、筆者
も当時、工商行政管理総局の担当部門や国務院法制弁公室
と意見交換を重ねたことを記憶しています。
　その後、独占禁止法の制定（07 年 8 月成立、08 年 8 月
１日施行）が優先され、本法の改正は大幅に遅延し、ほぼ
4 半世紀ぶりの改正となりました。
　改正法では、独占禁止法の対象となった事項が同法に移
行するとともに、商標法、広告法との重複事項も削除され、
整理された条文構成となりました。法は不正競争行為とし
て 7 類型を挙げていますが、その主たるものは、前記の商
業賄賂行為を除けば、次の 3 種です。

混同行為の禁止
　他人の商品名称や企業名称、氏名等と紛らわしい表示を
使用することによって、他の事業者にかかる業務であるかの
ような誤認を生じさせる行為が中国では絶えません。
　その商品名称（サービスマークを含む）が商標登録されて
いる場合には、商標権侵害として商標法の規定により侵害
の排除を請求することができます。しかし、商標登録がな
されていないケースもあり、この場合は不正競争防止法の
規定により権利行使するほかありません。中国では、日本
と異なって行政手続によって不正競争行為の中止を実現する
ことが多いですが、裁判に訴えるケースも少なくはありませ
ん。
　混同行為の禁止により保護される対象は、要件を充たし
た商品の名称、包装、装飾等、企業名称、社会的組織の名称、
氏名、ドメインネームの主要部分、ウェブサイトの名称、ウ
ェブページ等です（6 条）。
　保護の要件等について、次のとおり改正されました。
①改正前、保護される商品の名称、包装、装飾が保護され
るためには周知（中文は「知名」）であることが必要でした。
　しかし、改正法は商品の名称、包装、装飾等のみならず、
６条に定める前記保護対象の全てについて、一律に「一定
の影響を有する」ものと要件を変更し、統一しました。「一
定の影響を有する」との基準は、既に 13 年改正の商標法



日中経協ジャーナル
2018 年 7 月号（通巻第 294 号） 平成 30 年 6 月 25 日発行
発行人　髙見澤学　今村健二
発行所　一般財団法人 日中経済協会
JAPAN-CHINA ECONOMIC ASSOCIATION
東京　〒 102-0071 東京都千代田区富士見 1-1-8 千代田富士見ビル 2 階
　　　TEL. 03 - 5226 - 7351  FAX. 03 - 5226 - 7221
大阪　〒 540-0029 大阪市中央区本町橋 2 - 8 大阪商工会議所ビル２階
           TEL. 06 - 4792 - 1776  FAX. 06 - 4792 - 1778
URL: http://www.jc-web.or.jp
禁無断転載   Ⓒ JAPAN-CHINA ECONOMIC ASSOCIATION 2018
デザイン・印刷　ホクエツ印刷株式会社　TEL. 03 - 5245 - 8821
＊当財団会員の本誌購読料は会費に含まれております。
定価 本体 800 円＋税（送料共）　ISBN：978-4-88880-260-4 C2033

＊購読のお申し込み先
政府刊行物東京サービスステーション
東京官書普及株式会社 通信販売課
〒 101-0054 東京都千代田区神田錦町 1-2
TEL. 03 - 3292 - 3701　FAX. 03 - 3292 - 1670
下記ホームページからもお申込みになれます。
URL: http://www.tokyo-kansho.co.jp

JC ECONOMIC JOURNAL  2018.7 32

JC ECONOMIC JOURNAL  7 月号 情報クリップ

2018年8月号は・・・
■ SPECIAL  REPORT

日中平和友好条約締結40周年
―競争から協調へ
李克強総理来日を機に
　編集後記
『環境・社会・経済 中国都市ランキング（中国都市総合発展指標）』が
NTT 出版から刊行された。中国国家発改委（中国側代表は徐林・元
発展計画司長）と日中の研究者（日本側代表は周牧之・東京経済大学
教授）が、SDGs 等を参照しつつ GDP に代わる画期的な指標を共同
開発し、中国の 233 都市を総合的に評価したもの。上位３位は北京、
上海、深圳と意外性はないものの、衛星リモートセンシング技術やビッ
グデータ活用による新たな分析手法を含め、この結果に至ったプロセ
スにも大いに注目したい。（十川）

 4/6

4/24

■ 5/10　日中平和友好条約締結 40 周年記念 李克強・中国国務
院総理来日歓迎レセプション
　李克強・中国国務院総理が公賓として来日された機会を捉え、日中国
交正常化 45 周年・日中平和友好条約締結 40 周年交流促進実行委員会（日
中交流促進実行委員会）の主催、当会を含む日中友好 7 団体や日本経
団連をはじめとする経済団体の共催により、10 日、ホテルニューオータ
ニにおいて、日中双方より約 1,400 人が参加し、歓迎レセプションが開
催された（詳細は本誌 8 月号に掲載予定）。

■ 5/9 　姜増偉・中国国際貿易促進委員会会長との会談
　李克強総理来日による日中韓首脳会談に際しての「日中韓ビジネスサミッ
ト」開催・出席のために姜増偉・中国国際貿易促進委員会（CCPIT）会長
が訪日し、当協会の宗岡正二会長および伊澤正理事長と会談した。姜会
長は日中関係が改善する中で、日中双方の経済協力におけるニーズの具体
化、相互訪問の機会・頻度の増加、中国の各地方との交流促進などを提
案し、今後のさらなる協力への期待を示した。

■ 5/9　尹力・四川省省長の歓迎懇談会を開催
　尹力・四川省政府省長が来日し、9 日午後、都内で当協会主催の歓迎
懇談会が行われた。尹力省長らは、李克強・国務院総理の来日に合わせ
て日本を訪れたもので、歓迎懇談会には尹省長をはじめ劉欣・商務庁長、
陳光浩・投資促進局長、徐進・国有資産監督管理委員会主任や中国大使
館、四川省の企業家などが出席。当協会は宗岡正二会長、林信秀副会長
をはじめとした役員等約 30 人が出迎えた。また懇談会に先立ち、当協会
と同省商務庁との間で、「日中地方経済交流 ･ 協力深化についての諒解覚
書」を交わし、今後の協力強化を確認した（四川省の協力意向等の詳細
は本誌 8 月号に掲載予定）。

■ 5/8-13　清華大学五道口金融学院 EMBA 訪日団の受入
　清華大学五道口金融学院 EMBA（中国人民銀行研究生部が前身、
2012 年 3 月に清華大学大学院の一機関となる）17人の訪日団一行を受
け入れた。Fintech の市場動向や政策、世界的にも強みのある日本の代表
企業等の取り組みに関する訪問・交流を行い、中国での展開や今後の協
力の可能性などについて意見が交わされた。

■ 5/11　中国国際貿易促進委員会深圳市委員会が来会
　中国国際貿易促進委員会の郭経緯・広東省深圳市委員会副主任と劉星・
国際連絡部長が来会し、今後の経済交流について意見交換した。
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2018 年 5 月

■ 5/17　「青島－日本経済貿易協力懇談会」を開催
　孫継・青島市政府副秘書長を団長とする青島市商務局訪日団が、青島
市と日本企業との経済貿易交流合作を促進するため当協会の受け入れで
来日し、当会との共催で「青島－日本経済貿易協力懇談会」を開催した。
当日は、日本企業や日中経済協力機関関係者およそ100 人が出席した。

■ 5/22　福建省対外友好協会・中聯部一行の表敬訪問
　陳出新・福建省対外友好協会副会長一行が来日し、当協会と今後の協
力について意見交換した。陳副会長は、昨年 12 月に「日中与党交流協議
会」のもとで締結された「共同宣言」に盛り込まれている福建省の「一帯
一路モデル区」の建設と優遇政策について紹介したほか、両国の中小企
業や若手起業家の交流促進などの課題について意見を交わした。

■ 5/28　楊逢春・青海省副省長が来会
　楊逢春・青海省政府副省長一行は、5 月 26 ～ 29 日の来日の機会に当
協会を訪れ、生態環境豊かな青海省の経済状況等を紹介し、今後の協
力の可能性について意見交換を行った。

2018 年 5 月の日中東北開発協会の活動から

■ 5/8、9　王文涛・黒龍江省代理省長歓迎夕食懇談会を開催、黒龍江省
－日本経済交流会に参加
　李克強総理来日に伴う、王文涛・黒龍江省政府代理省長の来日に際し、
当協会と日中経済協会は 8 日に都内で掲題懇談会を開催し、中国側は王・
代理省長ほか黒龍江省政府関係者等、日本側は宗岡当協会会長ほか関係
企業の代表者が参加した。
　また 9 日には「黒龍江省―日本経済交流会」が都内で王代理省長出席
のもとで開催され、杉田理事長他が参加した。（黒龍江省等の協力意向
等の詳細は本誌 8 月号に掲載予定）。

■ 5/15　第 53 回北東アジア経済委員会を開催
　当協会は掲題委員会を開催し、講師の駐日モンゴル国大使館臨時代理
大使ダンバダルジャー・バッチジャルガル氏が「モンゴル国と日本国の経
済協力関係」と題して、日本との経済協力関係、モンゴル国の貿易の発
展状況、モンゴル・日本経済連携協定 (EPA) 等について講演した。
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